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文教民生委員会・分科会次第 

 

          日時：2022年３月14日（月）９:30 ～ 

                     場所：第２委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

 （1）付託・分担案件の審査(別紙 議案付託表・分科会分担表) 

 ア 委員会審査   

 イ 分科会審査        

 

（2）分科会意見・要望のまとめ 

 

（3）委員会意見・要望のまとめ 

 

（4）その他   

 

 

４  その他 

  次回の委員会の開催について 

(1) 日時：３月 15 日（火）９時 30 分～ 

(2) 場所：第２委員会室 

 

５ 閉  会 



 令和４年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  第16号議案 豊岡市立老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

  第17号議案 豊岡市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービ

スの事業の人員、設備及び運営等に関する基準等を定める条例の一

部を改正する条例制定について 

  第18号議案 豊岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例制定について 

  第23号議案 令和３年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第４号） 

  第24号議案 令和３年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算

（第３号） 

  第25号議案 令和３年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 

  第26号議案 令和３年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

  第27号議案 令和３年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４号） 

  第28号議案 令和３年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第３号） 

  第33号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

  第34号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

  第35号議案 令和４年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

  第36号議案 令和４年度豊岡市介護保険事業特別会計予算 

  第37号議案 令和４年度豊岡市診療所事業特別会計予算 

  第38号議案 令和４年度豊岡市霊苑事業特別会計予算 

  第39号議案 令和４年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

  第45号議案 令和４年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  第22号議案 令和３年度豊岡市一般会計補正予算（第19号） 

  第32号議案 令和４年度豊岡市一般会計予算 

  第44号議案 令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第１号） 



令和４年３月定例会 

文教民生委員会・分科会 審査日程表 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 
予定 

時間 

３月14日（月） 

９：30～ 

第２委員会室 

 

 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

こども教育課 

こども育成課 

 

説明・質疑 

○分第32号議案 ④豊岡市一般会計予算 

 

 

 

 

９:30 

～ 

 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 

文化振興課 

新文化会館整備推進室 

スポーツ振興課 

 

説明・質疑 

○分第32号議案 ④豊岡市一般会計予算 

 

 

 

10：40 

～ 

【市民生活部】 

市民課 

生活環境課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

説明・質疑 

○分第32号議案 ④豊岡市一般会計予算 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第33号議案 ④豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業

勘定）予算 

〇第34号議案 ④豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診

勘定）予算 

〇第35号議案 ④豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

〇第36号議案 ④豊岡市介護保険事業特別会計予算 

〇第37号議案 ④豊岡市診療所事業特別会計予算 

〇第38号議案 ④豊岡市霊苑事業特別会計予算 

〇第39号議案 ④豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

 

13：00 

～ 

【委員のみ】 討論・表決 

○分第32号議案 ④豊岡市一般会計予算 

 

意見・要望のまとめ 

《第32号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第33～39号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ 

 

 

※ 説明、質疑が終了した部は退席し、次の部に移ります。 

※ 第 32 号議案は、「説明、質疑」までを行い、第 33～39 号議案は、「説明、質疑、討論、表決」を

行います。 

※ ○分（赤字）は予算決算委員会 文教民生分科会分担議案、○（黒字）は文教民生委員会 付託

議案 

 

 

 

 

 



【委　　員】

8 名

【当　　局】出席者に着色をしています。

10 名 5 名

8 名 11 名

【事 務 局】 合計 43 名

生涯学習課長 大岸　和義 市民課参事 川崎　智朗

生涯学習課参事 旭　　和則 生活環境課長

上　田　伴　子

2022.3.14

地域コミュニティ振興部長 幸木　孝雄 市民生活部長 谷岡　慎一

地域コミュニティ振興部参事 桑井　弘之 市民課長 惠後原孝一

職　 名 氏　　　　名

委　員　長 田　中　藤一郎

職   名 氏　名 職   名 氏　名

委　　　員   芹　澤　正　志　

委　　　員 前　野　文　孝

福　田　嗣　久

委　　　員 義　本　みどり

委　　　員

副 委 員 長 岡　本　昭　治

委　　　員 芦　田　竹　彦

委　　　員

川端美由紀文化振興課参事 藤原　孝行

出石振興局 市民福祉課長 川口　雅浩

成田　和博

日高振興局 市民福祉課参事

城崎振興局 市民福祉課長 土岐　浩司生涯学習課参事 土生田祐子

竹野振興局 市民福祉課長 岡田　　貢文化振興課長

西松　秩里

新文化会館整備推進室長 櫻田　　務

大谷　康弘

健康増進課長 宮本　和幸 こども教育課長 和田　晃典

定元　秀之

米田　紀子

健康福祉部長 原田　政彦 教育次長 堂垣　真弓

社会福祉課長 宮田　裕史 教育総務課長 永井　義久

文化振興課参事 橋本　明宏

出石振興局 市民福祉課参事 午菴　晴喜

職   名 氏　名 職   名 氏　名

日高振興局 市民福祉課長

こども育成課参事 吉谷　孝憲

職   名 氏　名

こども育成課参事 吉本　　努

こども育成課参事 冨岡　　隆

こども育成課参事 山本加奈美

こども育成課長 木下　直樹

但東振興局 市民福祉課長 柏木　敏高

こども教育課参事

教育総務課参事 木之瀬晋弥

スポーツ振興課長 池内　章彦

こども教育課参事 内海　忠裕健康増進課参事 三上　尚美

議会事務局主幹兼調査係長 小崎　新子

惠後原博美

社会福祉課参事 大谷　賢司

教育総務課参事 宇川　義和高年介護課長

健康増進課参事 村尾　恵美 こども教育課参事 坂本英津子

健康増進課参事 武田　満之

高年介護課参事 和田　征之 教育総務課参事

文 教 民 生 委 員 会 名 簿
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午前９時２６分 委員会開会 

○委員長（田中藤一郎） おはようございます。春本

番にあっという間になってしまいまして、こないだ

まで雪が降って大変だと思ってたら、本当にあっと

いう間に暖かくなりまして、道端も見てますと緑が

映えてまして、ちょっと僕も今日は春を意識しまし

て着ておりますけれども、やっぱり１年間の中で一

番大事な、文教の中でも大切な時期でございますの

で、しっかりと皆さんと共に協議をしていきながら、

よりいい市政に進んでいきたいというふうに思っ

ておりますので、ご協力のほう、よろしくお願いを

いたします。 

 ただいまより文教民生委員会を開会いたします。 

 なお、当局から健康増進課の村尾参事の欠席につ

いて申出があり、許可いたしておりますので、ご了

承ください。 

 一般会計に関する予算関係議案につきましては

予算決算委員会に付託され、当委員会は、文教民生

分科会として担当部分の審査を分担することにな

ります。したがいまして、議事の進行は、委員会と

分科会の適宜切替えを行いますので、ご協力のほう、

よろしくお願いをいたします。 

 これより協議事項（１）番、付託・分担案件の審

査に入ります。 

 今日と明日、２日間、審査の予定についてお知ら

せします。委員会の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ

上のフォルダ、文教民生委員会２０２２年３月１４

日の中に配信しております審査日程表をご覧くだ

さい。 

 審査の順序は、こちらの審査日程表のとおり、議

案の順序を入れ替え、本日は、当分科会に付託され

た第３２号議案、令和４年度豊岡市一般会計予算に

ついて説明、質疑を行い、その後、委員会付託され

た第３３号議案から第３９号議案までの各特別会

計予算の計７件についての説明、質疑、討論、表決

を行います。 

 続いて、委員のみで第３２号議案の討論、表決を

行い、分科会、委員会の審査の意見・要望のまとめ

を行います。 

 明日、１５日は、その他議案の説明、質疑、討論、

表決を行い、最後に、議案全体についての委員会、

分科会審査の意見・要望のまとめを行うことにした

いと思います。 

 以上、審査日程についてご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 なお、本日の審査については、当局の説明は部単

位で行い、まず、教育委員会に続いて、次に、地域

コミュニティ振興部、続いて、市民生活部、健康福

祉部の所管部分についての審査を行いますので、ご

了承ください。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前９時２９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３０分 分科会開会 

○分科会長（田中藤一郎） ただいまより文教民生分

科会を開会します。 

 当局の説明は、所管事項を逐一説明することでは

なく、新規事業や前年度から大きな変更のあった事

業、主要事業等、要点を簡潔に説明願います。また、

発言の際、必ず最初に課名と名字をお願いします。 

 委員の皆さんには、スムーズな議事進行、格別の

ご協力をお願いいたします。 

 それでは、教育委員会の所管部分について審議を

始めます。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。歳出に続いて、所管に係る歳入、債務

負担行為及び地方債の順でお願いします。説明に当

たっては、資料のページ番号をお知らせください。 

 なお、説明の際は、該当のページを委員が開いた

か確認しながら、説明願います。 

 質疑は、説明後、一括して行います。 

 それでは、教育委員会、よろしくお願いします。 

 どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） ９３ページをお願い

します。よろしいでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 
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○教育総務課長（永井 義久） 財産管理費になりま

す。教育総務課分が５２９万２，０００円になりま

すけども、この部分につきましては、港西、それか

ら旧奈佐小に加えまして、中竹野と竹野南の小学校

が廃校になりますので、活用までの間、普通財産と

して教育総務課が管理するものでございます。 

 次に、１８７ページをご覧ください。土地購入費

になります。資母認定こども園と資母診療所の地権

者が共通してます関係で、一体的に購入する予算を

計上しております。 

 続きまして、２８５ページをお願いします。これ

は真ん中辺りの教育総務事務局費になりますけど

も、ここでは小・中学校の適正規模・適正配置に係

る校区説明会の予算を上げております。来年度につ

きましては、寺坂、それから静修の統合、それから

八代の小規模特認校の是非、竹野は小学校の建て替

え場所と併せて小中一貫校の議論を行いたいと思

っています。 

 次に、すみません、２９５ページをお願いします。

これはちょっと下のほうになりますけども、小学校

の施設管理費になります。主な事業といたしまして、

ＧＩＧＡスクール運営支援センターの業務を業者

に委託して実施するものでございます。これは、従

来からＩＣＴ支援ということで、授業補助とかトラ

ブル対応をしてまいりましたけども、単独でやるよ

りも養父市や新温泉と連携してしたほうが、補助が

高かったために、このような実施方法をしておりま

す。 

 それから一番下のほうになりますが、事業用備品

です。２０２０年度に１人１台端末を整備しました

ものですが、整備前から導入していましたｉＰａｄ

６５０台を更新するという予算を上げています。 

 次に、２９７ページ、２９７になります。一番下

の枠になりますけども、小学校の学校施設整備事業

費の中で、個別施設計画ということで長寿命化の計

画を進めておりますが、その中で最優先であります

三江小学校、１９８２年の建築ですけども、その学

校の長寿命化工事の基本設計を行います。 

 次に、２９９ページになります。これは、先ほど

小学校で説明しました。下から６行目ぐらいになり

ますけども、ＧＩＧＡスクール運営支援センターの

これは中学校区分ということになります。学校訪問

でありますとかヘルプデスク等の対応を行うもの

でございます。 

 次に、少し飛びます。３４３ページ、３４３にな

ります。下のほうから１４、１５行のところにあり

ます委託業務の中の学校給食調理業務等というこ

とで、２０２２年度から給食センターの調理部分を

民間委託しますので、委託料を計上しております。

５年間の部分の１年分ということでございます。 

 次に、歳入をお願いします。６１ページになりま

す。繰入金のうち、下から２行目の部分です。公共

施設整備基金の繰入金のうち、２，２２０万円は三

江小の長寿命化工事の基本設計に係る繰入金とい

うことでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○こども教育課長（和田 晃典） １３７ページをご

覧ください。上から２行目の非認知能力向上対策事

業費です。これまでの３年間のモデル校での実施を

終え、市内全ての小学１年生を対象に演劇ワークシ

ョップを実施する予定です。指導はプロのファシリ

テーターを活用しまして、引き続き効果についても

検証していく予定としております。 

 次に、２８７ページをご覧ください。上の枠の真

ん中辺り、スクールバス運行管理費です。竹野小学

校統合に伴い、スクールバスの運行経費に増額があ

ったため、１，４００万円を増額しております。 

 次に、同じページの下の枠です。スクール・サポ

ート・スタッフです。教員の業務の負担軽減のため

に配置するものです。市内の学校に８名の配置を予

定しており、人件費の予算を計上しております。 

 その下の中学校部活動指導員ですが、中学校にお

ける部活動の指導体制の充実と教員の負担軽減の

ために配置するものです。１名の配置を予定してお

ります。 

 次に、歳入です。４１ページをご覧ください。上

から３枠目の小学校費補助の上から４つ分と、４つ
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目の枠の上から３つ分がこども教育課分のそれぞ

れの事業で、国庫補助事業となります。 

 続いて、５３ページをご覧ください。真ん中辺り

の教育総務費補助金の下から３つ分と、その下の小

学校費補助金、中学校費補助金がこども教育課の補

助金となります。歳出で説明しました中学校部活動

指導員の配置事業も補助対象となり、補助金は３分

の２となります。基本的にはそのほかの事業は継続

事業となりますので、大きな変更はありません。以

上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） それでは、１３９

ページをお願いします。１行目です。子育て支援総

合拠点等整備事業費、今年度４階に整備を行いまし

た。２０２２年度については７階の整備を行います。

子育て総合センター跡にこども支援センターを整

備し、豊岡健康福祉センターから移転を予定してお

ります。拠点整備工事費として６，８４７万３，０

００円、設計監理として４３３万円、移転費用とし

て３６０万１，０００円を予定しております。 

 次に、１７９ページお願いします。真ん中から少

し上になります。子育てセンター運営事業費です。

こちらのほうでは、子育てセンターの運営経費とな

っておりますけども、アイティ４階に移転すること

に伴いまして、新たに一時預かり事業を実施するこ

とにしております。事業費として約４５万円ほど計

上しております。 

 次に、１８１ページをお願いします。中ほどから

少し上になりますけども、市民交流広場及びこども

広場管理費です。子育て支援総合拠点等施設の維持

管理運営経費となります。施設管理費として約４，

７７０万円、指定管理料として約１，３７１万円ほ

ど計上しております。 

 その下になりますこども支援センター運営事業

費、こちらのほうはアイティ７階に移転することと

なりまして、新たに子ども家庭総合支援拠点を整備

することを見据えた上で、今回、別事業として事業

立てを行っております。家庭相談、それから児童虐

待防止関連事業などを行います。また、児童家庭相

談システムの改修で約２２０万円計上しておりま

すけども、これは、自治体間における要保護児童等

の情報を迅速かつ正確に共有することを目的とし

て、情報共有システムを連携させるための改修を行

うものでございます。 

 次に、１８３ページをお願いします。中ほどから

少し下いいますか、下のほうになります放課後児童

クラブ整備事業費です。こちらでは、あり方計画に

基づきまして、就学前の施設の再編、統合を行いま

す。それに合わせて放課後児童クラブのほうを整備

するものでございます。一つとしては、豊岡第２放

課後児童クラブ整備工事費として１，７３０万円計

上しております。こちらのほうは、ひかり幼稚園で

実施しているクラブを豊岡小学校校舎内に移転し

たために、その内部改修を行うものです。整備工事

費として１，６００万円、設計監理として１３０万

円計上しております。 

 それからもう一つは、幼稚園舎の改修実施設計い

うことで、２０２２年度末に閉園を予定しておりま

す新田、神美幼稚園を放課後児童クラブに整備する

ために実施設計を行います。事業費としては２７８

万円です。２０２３年度に工事の予定しております。 

 それから下から２行目になりますけども、私立保

育園等振興事業費、こちらのほうは私立保育所等に

対する補助ですけども、次の１８５ページお願いし

たいと思います。４行目になりますけども、保育所

等運営事業費の中、この中では敷地借り上げ料の補

助として１２０万円計上しております。こちらのほ

うは、２０２２年度にアートチャイルドケア豊岡こ

うのとり保育園のほうを整備しまして、２０２３年

度に新田、中筋、神美を統合して認定こども園に移

行をされます。それで、園の敷地の下にあります保

護者送迎用の駐車場を活用して、園舎を増改築され

る計画でありまして、新たに駐車場用地を確保する

必要があるために、その借り上げ料を補助するもの

でございます。 

 その５行下になりますけども、子ども・子育て支

援交付金等事業、同じく私立保育所等に対して経費

の一部を補助するものですけども、国、県の補助要
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綱に基づくものが対象となっております。この中で

は、特にコロナ対策の経費として全体で１，９６５

万円が含まれております。１つ目の延長保育事業補

助金のうちの４５５万円、これは利用定員において

１施設当たりに１５万円から２５万円を補助する

ものです。次の一時預かり補助金のうちの６００万

円が、１施設当たり３０万円補助するもの。それか

ら５行下の保育環境改善等事業費補助金のうちの

９１０万円が、利用定員に応じて１施設当たり３０

万円から５０万円を補助するものでございます。 

 次に、１８７ページお願いします。児童保育運営

事業費になりますけども、こちらは公立園に係る保

育経費になりますけども、これまでＩＣＴ活用の業

務改善を推進するために、保育支援システム、コド

モンを３園に導入してまいりましたけども、来年度

については港認定こども園と合橋認定こども園、２

園に導入する予定としております。事業費として、

整備工事費など約４３４万円計上しております。 

 次に、２９３ページお願いします。２枠目になり

ますけども、その下のほうになります認定こども園

整備事業費です。こちらもあり方計画に基づきます

３園統合に対する補助いうことで、一つはアートチ

ャイルドケアの整備に関するものが約１億１，４３

３万６，０００円、それから蓼川福祉会、こちらの

ほうが日高幼稚園閉園後の受入先として施設整備

されるもので、そちらの補助が８，６９２万５，０

００円予定しております。 

 歳出につきましては以上でございます。 

 次に、歳入でございます。３７ページお願いしま

す。児童福祉費補助金になります。これ、このペー

ジでは２つ目からがこども育成課になります。５つ

目の延長保育事業費、この中では、こちらのほう、

子ども・子育て支援交付金等に係るものでございま

す。このうちの１５１万６，０００円、それから、

その下の一時保育事業費のうちの２００万円がコ

ロナ対策に対する補助です。 

 それから６つ下の保育所等整備交付金、こちらの

ほうが、アートチャイルドケアのこども園整備に係

る補助が４，９６８万２，０００円、蓼川福祉会に

関する補助が２，３６１万６，０００円です。それ

から４つ下、保育環境改善等事業費補助金、このう

ちの４５５万円がコロナ対策に係ります補助です。 

 次に、３９ページをお願いします。１つ目です。

児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業費補助金、これ

が子育て支援総合拠点等整備に係る補助でござい

ます。それから２つ下、子ども・子育て支援整備交

付金、こちらが放課後児童クラブ整備事業に関しま

す補助でございます。 

 次に、４７ページをお願いします。一番下の枠に

なります。こちらのほうが各事業に対します県の負

担分補助金でございます。１つ目の延長保育促進事

業費補助金、こちらのうちの１５１万６，０００円

がコロナ対策に係る補助です。 

 ４９ページ、一番上になります放課後児童クラブ

整備事業費補助金、こちらが放課後児童クラブ整備

に係る補助です。それから３つ下、一時預かり事業

補助金、こちらのうちの２００万円がコロナ対策に

係る補助金です。 

 次に、５３ページお願いします。中ほどになりま

す認定こども園整備事業費補助金、こちらのほうが

蓼川福祉会のこども園整備に係ります補助となり

ます。 

 次に、７３ページお願いします。一番下になりま

す子育て支援総合拠点等整備事業債、こちらのほう

が子育て支援総合拠点等整備に係る合併特例債で

す。 

 それから次に、７５ページ、一番下をお願いしま

す。こちらのほうが認定こども園整備に係るもので

ございます。 

 歳入の主なものにつきまして以上でございます。 

 戻っていただきまして、１０ページお願いします。

中ほどにあります子育て支援総合拠点等整備事業

債、それから１１ページ、下のほうでございますけ

ども、認定こども園整備事業債、こちらのほうがこ

ども育成課となります。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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 義本委員、どうぞ。 

○委員（義本みどり） 先ほどＧＩＧＡスクール構想

のところで、ＧＩＧＡスクール何でしたっけ、ペー

ジ数ちょっと分からなくなったんですけど、養父と

新温泉町の後のちょっと言葉が、ごめんなさい、聞

き取れなくて、もう一度おっしゃっていただけます

か。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） ＧＩＧＡスクール

運営支援センターでございますが、国の補助事業を

活用して実施をします。この補助事業につきまして

は、連携実施といいまして、複数の自治体で連携し

て一緒に事業をしたほうが、補助率が高くなるとい

うことがございまして、このたび、豊岡市と養父市

と新温泉町の３市町で合同で行うということにし

ております。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか、何か。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） １８７ページの、一番最初説

明がありました土地購入ですけれども、あれは保育

園と、どうだったいな、診療所と言いなったかいな、

面積と金額を教えてくれるかな。 

○教育総務課長（永井 義久） 全ての面積は、３，

３６８平方メートルです。（「３，３６８平方」と

呼ぶ者あり）はい、あくまでも予算ですので。（「そ

うですね」と呼ぶ者あり）はい、額見ていただきま

すと単純な計算で上げています。 

○委員（福田 嗣久） 出ました。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） はい、よろしいです。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 先ほど養父と新温泉町と一緒

にっていうのは、何かその２つと一緒にやるってい

うのは理由がございますか。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） この養父市と新温

泉町につきましては、このたびのＧＩＧＡスクール

の端末整備の構築業者が一緒というところで、一緒

に事業しやすいというところでの枠組みとなって

おります。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員、どうぞ。 

○委員（義本みどり） 端末の後の言葉、聞き取れな

くて、ごめんなさい。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 構築業者、設定の

業者が同じということになります。 

○委員（義本みどり） はい、ありがとうございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 大丈夫ですか。 

○委員（義本みどり） はい、大丈夫です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。上田委員。 

○委員（上田 伴子） 一つ、６１ページかな、２９

７ページかな、三江小の長寿命化工事の設計にかか

られるということで、これはいつ頃を完成日、長寿

命化、いつ頃の計画になっているのか。 

 あと一つ、２８７ページでスクール・サポート、

市内８名って言われましたけれども、これは大体ど

ことどことどことか兼ねられるんかどうか、そうい

う内容的なことをお願いします。そこのところで、

中学校の部活指導員で１名っておっしゃいました

けれども、これはどこの中学校とか何か決めておら

れるのかどうかとか、そこら辺でお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 順次お願いします。 

 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） まず三江小の関係で

すけども、２２年度が基本設計で、２３年度、実施

設計を行います。２４から２５年度に工事というよ

うな予定になっています。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、どうぞ。 

○こども教育課長（和田 晃典） スクール・サポー

ト・スタッフの配置ですけれども、現在、各学校に

照会をかけております。希望の学校、そして配置で

きる人材、こういったことを確保できているところ

から順に配置をしていく予定です。 

 部活動の補助員につきましては、日高西中に配置
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の予定です。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今ご説明の中でスクール・サ

ポートは８名で、希望するところを募集してるとか、

そのサポートに入ってくださる方を結局、学校が大

体、地域に呼びかけて、そういうサポートに入って

くださる方を募集っていうんか、探すということな

んでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 既にもう継続して

入っておられる方もありますし、新規で、基本的に

は学校のほうで探していただいてます。継続で入っ

ていただいてる方、今後、新規で入っていただいて

る方、そういったことを学校のほうで確保していた

だいて、配置をする予定です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 私は、地元の学校のことしか

よく分からなくて、統合してしまったんですけれど

も、以前、奈佐小なんかでは、すぐ学校の近くの方

が１人配属されて入っていらっしゃったんですけ

れども、そんな感じで、例えば統合したりとかあり

ますけれども、統合してしまった前の学校の方とか

も、地域の方とかもそういう範囲に入るんでしょう

か。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 地域の人材を活用

していただくということになりますので、当然校区

が広がれば奈佐小も対象になってきますし、どうし

ても学校に地域の方が入ってくるっていうことに

なりますので、学校との信頼関係というか、そうい

った人材のほうが活用しやすいと思いますので、そ

ういった人材がありましたらぜひ紹介いただいて、

学校のほうで活用できたらと思っております。以上

です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員、どうぞ。 

○委員（上田 伴子） すみません。そのことは分か

りました。 

 もう１点、中学校の部活のほうで西中っておっし

ゃいましたけども、これは、学校のほうからそうい

う要望があって、そういう配置になったんでしょう

か。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 西中学校につきま

しては、既にこれまでから地域の方に入っていただ

いて、指導を行っていただいております。今までは

無償で、ボランティアで入っていただいたんですけ

れども、今回この事業を活用して入っていただくこ

とで、より効果的な活用ができるんではないかと思

っております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 中学校の部活については、本

当に先生たちの負担も大きいっていうことで、大変

国レベルでも問題になっておりましたし、ぜひそう

いう方を、積極的にこれからも部活に来ていただく

という方向性で、強化していただけますようによろ

しくお願いいたします。意見です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 岡本副委員長。 

○委員（岡本 昭治） すみません、今の続きなんで

すけども、西中の部活指導員さん１名配置される。

ちょっと具体的にどんなサポートというか、指導さ

れるのかというのをもし分かれば。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 一応国の事業を活

用してますので、そういった配置の要件とか活用の

仕方っていうのがありまして、直接、部活動の指導

を行うっていうことがまず第一になります。それか

らあと土日、大会に行くときの引率をすることも可

能、あと部活動ですので、当然競技だけが目的では

ありませんので、生徒指導上のこともありますので、

学校の先生方との連携とか、ほかにもあるんですけ

れども、一応そういった要件下の中での活用という

ことになります。以上です。 

○委員（岡本 昭治） はい、分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） 以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 
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○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 説明はなかった件ですけれど

も、どこだったかな、これこれ、２９３ページの認

定こども園の運営事業費で９２７万８，０００円の

予算立てですけれども、この交流保育のバス運行業

務、それから通園バスの運行管理業務、それから通

園バスの添乗業務、これ、どこでどういう内訳にな

っているのか、ちょっと聞かせといてくださいな。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） バスの運行業務委

託料、こちらにつきましては、竹野認定こども園の

通園バスが３５９万円、それから港認定こども園の

通園バスが４１３万円で、それぞれの添乗業務が合

わせまして、すみません、１４２万６，０００円に

なります。（「１４２万」と呼ぶ者あり）はい。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

 それで、通園バスの添乗業務っちゅうのは、どう

いうんかいな、こども園まで添乗していって、また

帰りも添乗すると、こういう１人の費用ですか。こ

れは１４２万６，０００円かな。 

○分科会長（田中藤一郎） 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） 複数の方にお願い

しております。行き乗っていかれまして、一旦帰っ

ていただきます。帰りも来ていただいて、また帰っ

ていただくような形になりますので、そうしたパタ

ーンになるんですけども、朝だけとか夕方だけとか、

またそれを複数の方でやられたりとか、ちょっと詳

細まではあれですけど、そういった形になります。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ほんなら、複数の人、２人と

か３人とかいうことの兼ね合わせということでよ

ろしいんですね。朝だけとか昼だけとか、あるいは

通しになる人がある。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○こども育成課長（木下 直樹） そうなります。１

日当たりに対して３時間程度を見ております、合わ

せましてですけども。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） いいですか。 

○委員（福田 嗣久） それともう一つ、アイティの

１８１ページ。これも以前聞かせてもらったと思う

んですけども、こども広場が３月中のオープンの日

付、それから年間の子供さん、それから保護者、予

定、何人ぐらいの予定をされて、その金額が指定管

理者に行くということだったと思うんですけども、

子供さんが例えば３万人、親御さんが１万人とかい

うことで３００円、２００円と、こういう設計にな

ってると思うんですけれども、その辺りの収入の根

拠をちょっと聞かせてください。入場者想定かな。 

○分科会長（田中藤一郎） 吉本参事。 

○こども育成課参事（吉本  努） まず、オープン

の日なんですけども、３月の２７日の日曜日の一応、

一般の公開と、一般のご利用のほうは１４時からと

いうことでお願いしたいと思っております。 

 年間の利用者数の見込みの分なんですけども、ト

ータルとしては年間８万５，０００人を想定いたし

ております。内訳としまして、大人が３万５，００

０人、子供が５万人という形になります。 

 料金のほうの設定なんですけども、大人がお一人

様３００円、子供がお一人様２００円という形で設

定いたしております。運用の仕方の部分で今回、基

本的には事前予約制というふうな形で、一日を４つ

のクール、１つのクール９０分ということで４つの

クールに分けております。料金のほうもその１クー

ルの部分で大人３００、子供２００円という設定に

なりますので、そういうふうな形で収益のほうの計

算をいたしております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで分かりましたけれども、

３万５，０００人の３００円か、子供が５万人の２

００円か、それトータル何ぼになりますか。ちょっ

と悪いけど、計算してみて。 

○分科会長（田中藤一郎） 吉本参事。 

○こども育成課参事（吉本  努） その部分で一応、

指定管理上で計算をいたしましたのは、そちらの金

額に掛けて０．９８とか９５という形の部分で、実
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は掛けてます。トータルの収益としては１，９７９

万円を想定いたしております。 

 その部分で、先ほど０．９８とか０．９５という

ご説明をさせていただきましたけども、平日ですね、

平日の部分で一応子供さんが１０名様以上の部分

の団体というふうな形もしようかなと思っており

ます。例えば幼稚園とか保育園とか、遠足とかとい

う部分は十分可能性があるかなということで、その

部分はそれぞれ５０円安くしてるという部分があ

りますので、なので、平日の団体利用は大人が２５

０円の、子供が１５０円という形になりますので、

その辺の収益のことを考えて、先ほどの０．９８と

か０．９５というような形を掛けて１，９７９万円

っていうのを収入として見込んでおります。以上で

す。 

○委員（福田 嗣久） なるほどね、分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） その１，９７９万円が指定管

理料にプラスされるということですね。 

○分科会長（田中藤一郎） 吉本参事。 

○こども育成課参事（吉本  努） 考え方として、

トータルかかるものから、その分の収益を差し引い

たものを指定管理料でお支払いすると。金額の部分

の考え方はそういう考え方でしております。以上で

す。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 本会議でちょっと出ましたけ

ども、いつだった、オープンが３月２７日の日曜日

で２時からですか、２時からで、２週間とか無料開

放とかしてあげるような気持ちは全くないんです

か。 

○分科会長（田中藤一郎） 吉本参事。 

○こども育成課参事（吉本  努） すみません。気

持ちのほうは、市長のほうからもご答弁させていた

だいておりますが、まず一日も早く運営の部分を、

実際使いたいということを心待ちにしていらっし

ゃる方もありますので、無料ということではなくて

有料で、大変申し訳ないですけども、ご利用いただ

こうかなというふうに思っておりますので、ご理解

いただければと思います。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そんな答弁だったなと思って

おりますけれども、それはいいんですよ。 

 それでスタートして、例えばの話ですけど、閑散

期とか、要するにもうスタートしてできるだけにぎ

わうということが一番ですからね、それはいいんで

すけれども、閑散期とか様子を見て、例えば３日と

か２日とか、その誘客のためのそういったことも考

えてない、あるいは考えてるのかな、少しは。 

○分科会長（田中藤一郎） 吉本参事。 

○こども育成課参事（吉本  努） まず、オープン

させたいというのが第一で考えておりまして、今回、

事前予約制という形をしたのは、ある程度コロナの

部分で密を避けるという部分と、ある程度定員がど

れぐらいというか、実際利用がどれくらいかってい

うのが一応見込めるというふうな、それに応じて、

例えばスタッフの配置をしたりとかいうふうな形

も、いろんな効果があるかなと思ってます。 

 今のところでいいますと、その予約の状況をまず

見ながら、今後どうなのかというふうなことを、９

０日前から一応予約できるという形になっており

ますので、まず、その動向の中で逆に今、福田委員

のほうがおっしゃっていただいたように、何らかの

形で例えば周知をするようなイベント的な、そうい

うふうな形のものをっていうのは、まだ検討の余地

はあるかなと思っています。 

 それと、向こうの部分である程度自主事業的に違

う形の、あの中でいろんな事業ということもできる

のかなという部分と、いろんなこと考えたいってい

うことで、そういうふうな話をしておりますので、

その中で無料にするのか、有料にするのかっていう

ような形の判断もあるのかなというふうに思って

ます。 

 今のところは、確実に無料にしますっていうふう

なことはちょっと公言はできませんけれども、あの

中で、いろんな形のイベントができればなというふ

うに考えています。以上です。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。 
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○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今おっしゃったように当然コ

ロナ禍がまだ続いてますんで、その様子も見ていか

なあかんし、予約状況がどんなふうに出てくるんか

というのもありますんで、それでも、できるだけ満

遍なく上手に利用していただけるっちゅうことが

まず第一ですからね。コロナの状況を見ながら、よ

くまた検討もしていっていただけたらということ

をお願いをしておきます。以上でよろしいです。 

○分科会長（田中藤一郎） 私からも、この点はよろ

しくお願いします。 

 そのほかございませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、何回も。 

 今の福田委員の質問に関連するんですけども、指

定管理料、えらい細いなって思ったんですけども、

それは１，３７１万９，０００円でしたか、どうい

うあれでこんなに細かくなったんですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 吉本参事。 

○こども育成課参事（吉本  努） ある程度丸い数

字っていうことも考えられるんですけども、基本的

に細かな部分で、どういった費用がいるのかという

のを全部積み上げて、それに対してまず歳出の分を

正直出してます。今ご説明させていただいた部分で、

やはり収入の部分を差し引いたものをするという

形になるので、単位の部分を丸めるということじゃ

なくて、より具体的なものの中で、指定管理料いう

ものを設定させていただいたという形になります。

以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 大体分かりましたけれども、

繰り下げするとか繰り上げするとか、何かそういう

とこら辺、今まではそういう指定管理料いったら、

こんな細かかったかなってつい思ったもんですか

ら、分かりました。（「注目の的でしたね」と呼ぶ

者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

○委員（前野 文孝） ちょっといいですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 中学校の部活の指導員の件な

んですけども、今回は西中のほうの、多分、それま

でにいろんな関係があって、こういう制度があって、

こういうことを利用して、より指導員の方にお礼を

したいということなんですが、今後はそれを拡大し

ていく方向ということですか。その辺についてちょ

っと今のスタンス、もし拡大していく方向であれば、

どういった形でアナウンスしていくのかっていう

のをちょっと教えていただけますか。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 今後、国の方針の

中で地域部活動への移行っていうことを進めてま

すので、できれば地域の人材を活用した部活動に移

行していきたいという思いはあります。ただ、指導

者の確保っていうところで問題がありますので、課

題がありますので、地域でこれまでからずっと指導

を行っている団体とか、あとスポーツクラブとか、

そういったとことの連携が図れればいいなと思っ

ておるところです。今後は地域のほうに、部活のほ

うに移行できたらというふうに思っております。以

上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員、どうぞ。 

○委員（前野 文孝） 分かりました。そのとおりだ

と思いますし、多分今までもう定年退職された先生

方とかね、多分その中でも優秀な方がたくさんいら

っしゃいますから、ぜひそういう方も活用いただけ

れば、そのアナウンス方法ですね、方針はよく分か

ったんですけど、どういう形でアナウンスしていく

のかっていうのはまだ今のところは考えてないん

ですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 今後のアナウンス

方法につきましても、検討していきたいというふう

に思っております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（前野 文孝） はい、いいです。 

○委員（芹澤 正志） すみません。 

○分科会長（田中藤一郎） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 今の件ですけども、地域おこ
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し協力隊の時間って決まってますよね、勤務時間っ

て。アルバイトも結構自由なところがありますよね。

例えば得意分野で、そういうのがお手伝いしたいっ

ていうのもありなんですよね。 

○分科会長（田中藤一郎） 質問。 

○委員（芹澤 正志） 質問で。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 先ほども言いまし

たけれども、やはり部活動の指導者の確保っていう

ことが一つ大きな課題になってますので、競技の団

体であるとか、もし先ほど委員さん言われたような

地域おこしの方で指導ができるような方とか、いろ

んな方面から指導者を募りながら、うまく連動させ

ながら事業を進められたらというふうに思ってお

ります。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） ぜひもれがないように、やっ

ぱり募集の段階でそういうのが、そういう可能性が

あるのかないのかはぜひ聞いてみていただきたい

と思います。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 意見でいいですか。 

○委員（芹澤 正志） はい。 

○分科会長（田中藤一郎） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） すみません、今、関連して申

し訳ないんだけど、今の制度的な概要みたいな何か

簡単なものがもしもあればね、ちょっと皆さん１枚

でも入れていただければありがたいかなと思いま

す。 

○分科会長（田中藤一郎） 依頼でよろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） 依頼でいいです。 

○分科会長（田中藤一郎） あれば、また各委員のほ

うにお願いします。 

 ちょっとその件で私のほうからもお願いが１点

だけあります。 

 やはりスポーツになりますと、昔ながらの退職者

の方だとかになりますと、どうしても体罰だとかパ

ワハラだとか、子供に対する心の通い方っていうの

が非常に今、難しくなってきてると思いますし、私

自身もそういった子供を持ってる中で、やっぱりい

まだに聞こえてきます。これは、指導員の方だけじ

ゃなくて、学校の今、中学校だとか教えてる教師の

皆さんに対しても、やっぱりある程度というより、

きっちりとした運営の仕方、例えば１年に１回は必

ず体罰系だとかそういった形を、しっかりとした認

識をしていただくっていう形を、豊岡市的には必ず

やっていただきたいなというふうに思いますので、

その点だけ、よろしくお願いします。 

 そのほか何かございませんでしょうか。 

 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） 先ほど福田委員の

ほうから質問がありました認定こども園のバスの

添乗の件なんですけども、ちょっと訂正のほうお願

いします。 

 １点は、バスの添乗のほうを、竹野認定こども園

と港認定こども園と両方ありますって言ったんで

すけども、港認定こども園のほうにつきましては、

小学校の統合に伴いまして、小学生も同乗すること

になりましたので、こちらのほうは添乗がなくなっ

ておりますので、バスの添乗につきましては、竹野

認定こども園のみとなります。 

 また、添乗も夕方もあるようなことを申しました

けども、すみませんでした。基本的には１号認定児

が通園バスの対象となりますので、朝と、それから

１号認定児が帰ります２時頃いうことになります

ので、途中、夕方というのはちょっと訂正のほうさ

せていただきたいと思います。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） ほんなら、追加で、１号認定

児とはどういう意味ですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） いわゆる短時間児、

幼稚園児となります。（「ああ、なるほど」と呼ぶ

者あり）幼稚園児のほうでバス、余裕がありますと

きは、行きのほうを、２号認定児、保育園児のほう

も一緒に乗っていただけるということでしており

ますので、よろしくお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 義本委員、どうぞ。 
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○委員（義本みどり） 送迎のときの添乗員さんなん

ですけれども、どのような方、例えば資格要件があ

るとか、もしありましたら教えてください。 

○分科会長（田中藤一郎） 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） 特に資格といいま

すのは設けておりません。近くの、その地域の方に

推薦とか、お話が、探していただいた方で、この人

ならしていただける方って、お話しさせていただい

て、お願いしてる状況でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 例えばいろいろ特性をお持ち

の子供さんがおって、ちょっと一緒にバスに乗るの

は難しいから、送迎してくださいって言われたんで

すというようなお声をちょっとたまに聞くことが

あるんですけれども、当然、添乗員さん資格がない

ですし、一人だけ、そのお子さんに手がかかるのは、

安全性の問題とかもあるから、そこらはやむを得な

いというようなことですかね。 

○分科会長（田中藤一郎） 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） なかなか、そうで

すね、難しいのが現状ございます。今の方も添乗員

さん、特に毎日っていいますか、そういった時間帯

で特異な時間帯になりますので、なかなかしていた

だけることを探すのが難しいのが現状となってお

ります。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） 分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。そろそ

ろ時間も時間になってきました。質疑を打ち切りま

す。 

 以上で教育委員会に係る令和４年度一般会計予

算の説明及び質疑は終了しました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。当局の職員の方

は退席をいただいて結構です。ご苦労さまでした。

再開は１０時３０分。 

午前１０時２１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２９分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） 休憩前に引き続き分科会

を再開します。 

 今日はどうぞよろしくお願いをいたします。 

 当局の説明は、所管事項を逐一説明するものでは

なく、新規事業や前年から大きな変更点のあった事

業、主要事業等、要点を簡潔に説明願います。また、

発言の際は必ず課名と名字をお願いします。 

 それでは、地域コミュニティ振興部の所管部分に

ついて審査を始めます。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。歳出に続いて、所管に係る歳入、債務

負担行為及び地方債の順でお願いします。説明に当

たっては、資料のページ番号をお知らせください。 

 なお、説明の際は、該当のページを委員が開いた

か確認しながら、説明願います。 

 質疑は、説明後、一括して行います。 

 それでは、地域コミュニティ振興部、よろしくお

願いします。 

 どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 私からは、生涯学習

課が所管する予算のうち、主な内容について説明を

させていただきます。 

 予算書１０９ページをお願いいたします。説明欄

の一番上の行でございます。市民プラザ管理費につ

いて説明いたします。豊岡市民プラザは、開館から

１８年目を迎えまして、経年劣化の著しい音響設備、

それから舞台の映像を楽屋に配信するシステム、そ

れから舞台を照らすピンスポットの更新を予定し

ております。その補修工事費として、中ほどでござ

いますが、多目的ホール補修工事費ということで４，

５９０万円を予算計上しております。 

 続きまして、予算書１２７ページをお願いいたし

ます。説明欄一番上でございます。子どもたちが豊

岡で世界と出会う音楽祭開催事業費について説明

いたします。２０２２年度の音楽祭は８回目になり

まして、５月３１日から６月５日の６日間、市内各

所２４の企画を実施します。主なものとしましては、

子供たちのためのコンサートだとか学校訪問コン

サート、街角コンサート、それから稽古堂のイブニ

ングコンサート、それから最終日のキッズコンサー
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ト、ファイナルコンサートというものが予定されて

います。これらの主な経費としまして事業委託料６

００万円、こちらのほうをはじめ合計７００万円の

予算計上をお願いしております。 

 予算書３１３ページをお願いいたします。ページ

下段の枠の中ほどです。二十歳を祝う会事業費につ

いて説明いたします。平成３０年６月に成年年齢を

二十歳から１８歳に引き下げる改正民法が公布さ

れ、本年４月に施行されます。成人式については、

定めた法令や通達はなくて、自治体がそれぞれ自由

に成人式を実施することとなっています。豊岡市で

は、１８歳という年齢が受験や就職など、重要な時

期であること、それから飲酒、喫煙などは現在と同

様に二十歳から可能になることから、引き続き年度

内に二十歳を迎える若者を対象に１月の成人の日

の前日に祝う会を開催することとしております。詳

細につきましては、今後詰めてまいりたいと思いま

すが、その開催経費としまして１６６万２，０００

円を予算計上しております。 

 続きまして、３１９ページをお願いいたします。

説明欄、上から７行目です。子どもの読書活動推進

事業費について説明いたします。子供に読書する習

慣を身につけるため、ゼロ歳から連続的な読書支援

を行おうというものです。従来から取り組んできま

した７か月健診に合わせた絵本の無料提供、ブック

スタートのほか、新たに就学前までのお子さんを一

時保育し、保護者に読書時間を提供する読書タイム

プレゼント、それから小学校１年生を対象とした図

書館体験ツアーや、小学校の図書委員等を対象とし

た図書館リーダー育成研修会等により、図書館や学

校図書室の利活用を推進してまいります。そのため

の予算１１７万２，０００円を計上しております。 

 続きまして、歳入について説明いたします。予算

書は４１ページをお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 説明欄、下から４行

目でございます。文化芸術振興費補助金８９５万２，

０００円、このうち、子どもたちが豊岡で世界と出

会う音楽祭に２１０万円、それから市民プラザ事業

費に１９９万５，０００円を予算計上しております。 

 続きまして、６１ページをお願いいたします。説

明欄、中の枠の一番上、財政調整基金繰入金でござ

いますけども、このうち４９０万円は子どもたちが

豊岡で世界と出会う音楽祭の財源として繰り入れ

ようとするものです。 

 続きまして、７１ページをお願いいたします。下

から８行目の事業助成金のうち、市民プラザ自主事

業助成金でございます。こちらは、一般財団地域創

造からの助成金３３０万円を、市民プラザの事業の

財源に充てようとするものでございます。 

 続きまして、７３ページをお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 下から６行目でござ

います。市民プラザ整備事業債４，１３０万円、こ

ちらは市民プラザ管理費のうちの、先ほど説明させ

ていただいた設備装置を更新するための財源に充

てるものでございます。 

 予算書は１０ページをお願いいたします。１０ペ

ージの上から１０行目にございます市民プラザ整

備事業費でございます。こちらは、先ほど説明させ

ていただいた市民プラザの管理費に係る起債限度

額を、４，１３０万円に設定しようとするものでご

ざいます。 

 生涯学習課の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） それでは、昨年度予

算から増額している主なところについて説明をさ

せていただきます。 

 ３０７ページお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○文化振興課長（米田 紀子） ３０７ページの真ん

中辺り、文化振興費４４５万１，０００円でござい

ます。この中で、前回２０１８年に策定いたしまし

た文化芸術振興計画の改定を予定しております。策

定に係る経費等４６万７，０００円を、昨年より増

額しております。 

 次に、３２７ページお願いします。３２７ページ、

一番上でございます。美術館管理費でございますが、
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真ん中辺りの業務委託料のうち、２行目の絵画修復

業務っていうのを上げております。ここに２６１万

円を計上しております。これは、美術館が所蔵する

作品のうち１８点の作品について、今後５か年計画

で、緊急性、優先度の高い作品から順に修復してい

く予定としております。 

 ほかの歳出予算、それから歳入予算につきまして

は、昨年と大きな変動はございませんので、省略を

させていただきます。 

 続いて、市民会館から説明をいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○文化振興課参事（藤原 孝行） ３２１ページをご

覧ください。前のページからの続きで、これ市民会

館管理費の中のちょうど中段、補修工事費でありま

す。舞台設備として具体的にはつり物、吹奏楽なん

かの舞台に使う反響板の一つのつり物のモーター

が定格電流を超えていることに伴って、最悪の場合、

焼きつきを起こして停止をしてしまうという危険

な状態になっておりますので、それを修理するため

の費用として７４８万円計上しております。 

 それから３２３ページになります。ちょうど中段

の市民会館等自主事業費でございます。特に大きく

変わったことはないんですが、例年どおり吹奏楽あ

るいは太鼓、それからピアノの演奏会等７つの事業

を開催する予定で現在、準備を進めているところで

ございます。 

 それから歳入のほうですが、３１ページお願いい

たします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○文化振興課参事（藤原 孝行） ３１ページの８の

教育使用料、中段から下の豊岡市民会館使用料でご

ざいます。既にご案内のとおり、新型コロナの関係

で貸し館だとかがもう激減をしております。こちら

のほうでは、回復の希望の部分を含めてですが、ち

ょうど通常のときの２０１９年度の実績のおおむ

ね９割ぐらいは回復するであろうと、してほしいと

いうふうな願いも込めて、その金額を根拠にして９

０５万３，０００円を計上させていただいておりま

す。 

 それから続きまして、７３ページお願いいたしま

す。上段から５項目、大項目５つほど下の市民会館

等入場料です。このうちの市民会館等で１７９万円

計上しております。具体的には、これは主催事業を

行ったときのいわゆる入場料になります。大きく考

え方を変えておりますのは、繰り返しになりますが、

コロナで入場制限５０％っていうのがもう基本的

なことになってます。逆に１００％ですると、隣に

人がいて嫌だとか、何でこんなことされたんですか

みたいな、ちょっと苦情が出るようなことが過去ご

ざいまして、やはり実際のところ５０％で見込むべ

きだろうということで、例年よりちょっと入場料と

しては少なく計上せざるを得ない状況ですが、１７

９万円の金額を計上しておるというものです。 

 市民会館については以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○文化振興課参事（橋本 明宏） 私からは、文化財

室についてご説明をさせていただきます。 

 歳出は３１１ページをお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○文化振興課参事（橋本 明宏） 中ほどにございま

す補助金のところで３行目、指定有形文化財修理防

災施設等事業費６２０万円を計上しておりますけ

ども、これは２つございまして、県指定文化財の修

復事業の補助金でございます。 

 １つ目は、佐野区の雷神社本殿の修復事業でござ

います。５７４万９，０００円でございまして、県

と地元、それから市で３分の１ずつの負担となって

おります。 

 ２つ目が同じく県指定の文化財で、但東町久畑の

一宮神社のケヤキの森の一部伐採と土壌改良事業

ということで、４５万１，０００円でございます。

これも県補助、それから地元負担、市の負担で３分

の１ずつの負担でございます。 

 続きまして、３１３ページをお願いいたします。

上の枠の中ほど、但馬国分寺跡整備事業費でござい

ます。史跡用地の購入費で、３筆２８６平米の土地

購入と住宅の物件移転補償を予定しています。 

 続いて、歳入をお願いします。４１ページでござ
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います。下から４枠目、５の社会教育費補助金の上

から２つ目が史跡購入の国庫補助金です。 

 次に、県補助金は５３ページにございます。下か

ら３枠目、５の社会教育費補助金の上から２つ目で

ございます。 

 文化財室、文化振興課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） それでは、

歳出からご説明させていただきます。３３１ページ

ご覧ください。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 一番下の

新文化会館整備事業費でございます。報償費、普通

旅費につきましては、有識者から意見を聞いたり、

関係法令のために県庁等の協議に行く費用を充て

る予定にしております。 

 続いて３３３ページ、次のページになります。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 真ん中辺

り、投資委託料でございます。 

 すみません、上から４つ目ですね、手数料につい

てちょっとご説明させていただきます。１１８万１，

０００円上げております。これは、関係法令に義務

づけられております建築確認申請の手数料とか、構

造計算の適合判定を受けるための申請手数料とい

うことで、計上させていただいております。 

 その下、下りていただきまして、投資委託料でご

ざいます。１２月の議会で債務負担行為により既に

契約は締結し、業務を進めております実施設計でご

ざいます。費用的には１億３，５７７万３，０００

円が実施設計の費用になります。その下、土壌汚染

調査、これは関係法令に基づいて建設地の土壌を調

査する費用でございます。１，３５７万４，０００

円になります。 

 その下、業務委託料でございます。技術支援業務、

これにつきましては技術的な部分の支援を受ける

ために、これも１２月の債務負担行為で既に契約を

締結し、業務を進めております。１，１８２万５，

０００円になります。その下が電波障害の調査業務

費９９万円となります。 

 次の整備工事費になります１，４２１万４，００

０円ですが、建設地費に、埋まっております樹木の

一部を南中学校の校庭内に移植するということで、

南中学校ＰＴＡともお話をさせていただいており

ます。その費用が３５９万６，０００円になります。

残りが伐採する工事費ということで１６１万８，０

００円になります。 

 続いて、歳入でございます。６１ページをご覧く

ださい。公共施設整備基金の繰入金でございます。

このうち、３，０３０万円を充当いたします。これ

は、公適債の対象にならない事業費に充てるもので

ございます。 

 次に、市債でございます。７７ページをご覧くだ

さい。７７ページでございます。上から２つ目の社

会教育費、新文化会館整備事業債で１億４，７２０

万円になります。これにつきましては、実施設計と

土壌調査と整備工事費の伐採と移植の工事費に対

して、充当率９０％の１億４，７２０万円を充てる

ものでございます。 

 最後に、地方債でございます。１１ページをご覧

ください。１１ページの下のほうでございます。新

文化会館整備事業費、先ほどご説明いたしました１

億４，７２０万円を充てるものでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 主なものを説明

させていただきます。 

 ３３５ページのほうお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 中段の生涯スポ

ーツ振興事業費ですけども、報償費の一部にスポー

ツ推進計画策定委員の経費を計上しております。現

在、スポーツ推進計画は今年度で期限を迎えます。

国や県も同じく期限を迎えて新たな計画を策定さ

れてます。その内容を参考として、次期スポーツ推

進計画を策定いたします。また、昨年度まではオリ

ンピック・パラリンピック推進事業費に計上してお

りましたスポーツアドバイザーに関する旅費や、日
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本スポーツツリーズム推進機構への負担金などを、

当事業費に科目変更をしております。 

 一番下の学校開放事業費の投資委託料、設計監理、

それから整備工事費は、屋外運動場夜間照明設備の

ＬＥＤ化を更新を行います。令和４年度は五荘小学

校を予定して、現在スポーツ振興くじ助成金の申請

を行っております。 

 続きまして、３３７ページをお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 上段のボート推

進事業費ですけども、昨年度までオリンピック・パ

ラリンピック推進事業費に計上しておりましたボ

ート日本代表合宿への支援経費を科目変更して、支

援を継続していきたいというふうに考えておりま

す。内容は、日本代表チームの強化合宿支援に９３

万円、食支援に２０万円を計上しています。食支援

につきましては、例年どおり、引き続き海外遠征や

国内合宿のお米の提供をＪＡたじまと共同で行い

たいと考えています。代表合宿につきましては、こ

の２年間、新型コロナウイルス感染症のため、豊岡

での実施をされておりません。今後の状況もまだ見

通せませんが、いつでも対応できるように受入れ体

制を整えておきたいというふうに考えております。

また、２年に一度開催をしています全国中学新人競

漕大会の開催年となっておりますので、実行委員会

への補助金を計上しています。 

 中段の出石海洋センター管理費ですけども、昨年

度、助成申請が不採択となって事業を１年延期して

おりました温水プールの改修を行います。投資委託

料、工事監理、補修工事費として合計６，８７３万

４，０００円を予算計上して、財源として公益財団

法人Ｂ＆Ｇ財団の助成申請を行っております。 

 下の枠の豊岡総合体育館の管理費ですけども、予

算は例年どおりですけども、昨年１２月に説明させ

ていただきましたとおり、今年度中に実施設計を終

えて、大規模改修に向けた事務を進めていきたいと

いうふうに考えております。 

 その下の城崎ボートセンター管理費ですが、公認

コースの認定更新の年度となっておりまして、手数

料として認定料５年間分と、３３９ページをお願い

します。上から３行目ですけども、公認コースの認

定業務を委託して、認定更新を行います。 

 その下の中竹野ふるさと館管理費ですけども、中

竹野小学校は統廃合されることから、学校にお願い

をしておりました清掃管理を委託で行うための経

費を計上しております。 

 下の枠の豊岡市民グラウンド管理費ですけども、

経年劣化のために傷んできた走り高跳び用のマッ

トを更新するため、備品を計上しております。現在、

スポーツ振興くじ助成金の申請を行っています。 

 こうのとりスタジアム管理費ですけども、修繕料

としてグラウンド散水栓系統用のポンプを更新し

ます。また、補修工事費として経年による内野部分

の黒土部分の不陸、人工芝への黒土の進入によりイ

レギュラーの発生など、プレーに支障を来していま

すので、グラウンドのクリーニングを行う予定にし

ております。 

 続きまして、歳入です。７１ページをご覧くださ

い。下から６行目です。スポーツ振興くじ助成金で

すけども、先ほど説明しました豊岡市民グラウンド

の陸上競技場走り高跳び用のマットが１１７万５，

０００円、五荘小学校夜間照明改修が１，２５６万

４，０００円について助成金申請をしている額です。

その下のＢ＆Ｇ財団修繕助成金は、出石海洋センタ

ー等の改修についてＢ＆Ｇ財団に申請する修繕助

成金になります。 

 ７７ページをお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 上から３つ目の

枠、保健体育施設整備事業債ですけども、出石海洋

センター、五荘小学校夜間照明の各事業に係る市債

になります。 

 最後、１１ページをお願いします。地方債になり

ます。下から５行目、保健体育施設整備事業の出石

海洋センター、五荘小学校夜間照明につきましては、

各事業費に係る限度額になります。 

 部の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 
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○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） すみませ

ん、私、最初に、歳出の説明の中、３３１ページで

ございます。３３１ページの一番下の整備工事費の

中の説明のときに、樹木の移植工事費３５９万６，

０００円と伐採する工事費１６１万８，０００円と

申し上げましたが、１，０６１万８，０００円の誤

りでございます。訂正して、おわび申し上げます。

申し訳ございません。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今、新文化会館の説明のとこ

ろでありました南中の樹木移植と伐採ですけども、

これは大体樹木の本数にしたらどれぐらいなもの

になるんでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 移植をさ

せていただくのは、今お話ししてるのは３本ぐらい

なことでございます。伐採する樹木としましてはち

ょっと大小ございまして、正確な数はちょっと今、

資料を持っておりません。後ほどご説明させていた

だきたいと思います。申し訳ございません。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 移植する３本の木においては、

どういう経過で移植することになったのかとか、ま

た、そういう同窓の森だったと思うんですけども、

その同窓会の方たちの要望とか、いろいろあったか

と思うんですが、そんな経緯が分かりましたらお願

いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 建設地を

そこに決めた段階で、南中学校とＰＴＡ、同窓会の

役員の方々とご相談させていただきまして、全てを

伐採するんではなくて、シンボル的な木を残したい

というご要望をいただきまして、校内のある程度こ

の辺の位置に移植したいということで、２年ちょっ

とぐらい、いろいろお話をさせていただいて、決定

をさせていただきました。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その樹木に関しては結構古い

ものなのか、また、どういうんですか、どういう基

準でそれを残すことになったのかなどが、少し分か

りましたらお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 同窓会の

役員さんとか南中学校の当時の校長先生、教頭先生

と現場をいろいろ見させていただいて、一番比較的

大きな木でシンボル的にある木を、何とかそのまま

移植をしたいなということで、関係者で現場でいろ

いろご相談しながら決めさせていただいた経緯で

ございます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

○委員（福田 嗣久） 単純なことですけども。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ちょっとページ数分からなく

なったんですけど。絵の修復の話をされましたな、

５年計画で今年の予算何ぼやった、２６０。 

○分科会長（田中藤一郎） 米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） 修復業務は２６１万

円の予定でございます、今年度は。 

○委員（福田 嗣久） 今年度ね。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで、以前から寄贈しても

らうようなもんがたくさんあり過ぎて、もう要らん

わいうような話をずっと聞いてきたんですけども、

この絵画のほうは何点あるんですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） 今、伊藤清永美術館

で所蔵している作品は約４６０点です。これには寄

託の作品は含んでおりません。寄託の作品は含んで

おりませんので、純粋に所蔵してる作品が約４６０

点でございます。 

○委員（福田 嗣久） なるほどね。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 当然、伊藤先生のが主なんで

しょうけども、何人ぐらいの作があるんですか。 
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○分科会長（田中藤一郎） 米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） 内訳ですけれども、

伊藤清永先生の作品が２６３点、それから伊藤清永

先生のコレクションが４８点、それからあと地域の

作家ですね、河原英雄先生、それから後藤孝三さん、

それから稲垣久治さん、それから加藤美代三さん、

それぞれの作品を持っております。あと伊藤先生の

娘さんで伊藤晴子先生っていう方いらっしゃるん

ですけど、その方の作品も持っておりますので、そ

の他の作品とで合わせて約４６０点っていうこと

です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。 

 それで今年度予算が２６１万円で、５年計画で実

施していきますということで、２６１万円っちゅう

のは、年代によって傷があったり、傷む具合は違う

んでしょうけども、ということは、今の伊藤清永さ

んの作品等が３１１点ほどあるんですけども、傷ん

だ順から直していくっちゅうようなことでしょう

けども、どれくらい要るもんですか、１点。これも

やってみな分からんとこがあるんだけどもね。 

○分科会長（田中藤一郎） 米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） 昨年度に計画策定で

委託料っていうことでちょっと予算つけていただ

きまして、見ていただいております。今回、所蔵す

る作品のうち、修復するのは伊藤先生の作品ばかり

でございまして、どうしても湿気など完全にはでき

ない部分がございます。どうしてもカビとかひび割

れなんかを起こしてきますので、その中で１８点を

まず選んで、その中で緊急性の高いものを２点、今

年２点ほどなんですけども、ですので、２６１万円

を純粋に割りますと、１点が相当高額なものになり

ます。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 物すごう大きなもんですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） はい、大きい作品に

なります。 

○委員（福田 嗣久） １００号とか、どんなん。 

○分科会長（田中藤一郎） 米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） 号数ですね、ちょっ

とここには、号数、５０号って書いてあるんですけ

れども、その５０号がどのぐらいかは今ちょっと専

門的なことが分からない、あっ、書いてありました。

すみません、失礼しました。９１センチの１１６セ

ンチ。それから６０かける５０。９０かける１１５。

１１７かける６５とか。小さいものでも修復ってい

いますか、損傷の激しいものもございますので。そ

の中で特に選んでっていうことで計画をしており

ます。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今ちょっと聞かせていただい

て相当高く、１点当たり、傷の具合と傷みの具合に

よるんでしょうけども、相当高くつくんだなと思っ

ておりまして、誰が修復しなるん。 

○分科会長（田中藤一郎） 米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） この修復作業ってい

うのは、定期的にしておりまして、前回も５年間か

けて修復しております。その専門の業者っていうの

がたしか東京だったと思うんですけれども、そこに

専門の業者に頼んでおります。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。この件

は結構です、それで。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません。さっき、新文化

会館の事業費の件で、トータルで１億４，７２０万

円で、そのうち実施設計は１億３，３００万円から、

樹木伐採と移植も含めて、さっき、訂正があったん

やけど、もう１回言うてください。１，１２１万円

じゃなくて、もう一度移植関係、それから伐採のい

つ頃される予定なのかも含めて、ちょっと教えてく

ださい。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 整備工事

費としてトータル１，４２１万４，０００円で、そ

の内訳が、移植する工事費３５９万６，０００円、
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伐採する工事費が１，０６１万８，０００円でござ

います。時期的には、移植については根回しとかい

ろんな準備がございますので、実際移植するまでに

１年近く時間を要しますので、４月、天候のいい日

ぐらいから着手になろうかと考えております。伐採

につきましては、もう落ち葉が全て落ちて、処分す

る費用ができるだけ安くなる冬場ですね。ですから、

もう来年っていうようなことになってこようかと

考えております。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） はい、了解しました。ありが

とうございます。 

 移植３本が、要は３５９万円ぐらいはかかるとい

うことと、時期的なもんは来年早々という形でね。

（「はい」と呼ぶ者あり）はい、了解しました。あ

りがとうございます。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 子どもたちが豊岡で世界と出

会う音楽祭ですけども、私は素養が全くないんであ

れなんですけども、非常に好評だったというのは、

要するに但東での話を聞いて好評だったんですけ

ども、先ほどちょっとよう聞いてなかったんですけ

ど、何回とおっしゃいましたかな、あっ、８回目で

５月３１日から６月５日までですか、いうことで、

今度はどういった形でされるんですか、その場所を

変えていくのか、そんなことを。 

○分科会長（田中藤一郎） 大岸課長。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 街角コンサートのス

ケジュールについて説明をさせていただきます。 

 ５月の３１日は、竹野の旧森本中学校で１０時半

から行う予定にしています。それから３１日は、日

高の植村直己冒険館で行う予定にしてます。それか

ら６月の１日は豊岡の芸術文化観光専門職大学、そ

れから６月の２日は竹野の興長寺、浜のほうの、竹

野小学校の横のほうの興長寺というお寺さんでさ

せていただきます。それから６月の３日が、こちら

が但東でございまして、合橋区のコミュニティセン

ターでさせていただきます。それから同じく３日の

金曜日、出石の宗鏡寺でさせていただきます。４日

の土曜日は、城崎の木屋町小路とコウノトリ但馬空

港というようなスケジュールになっております。 

 いずれも時間は３０分程度ということになって

おります。 

○委員（福田 嗣久） なるほどね、分かりました。

ありがとうございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 非常に、去年の話かな、評価

が高かったのは、喜んでおりましたよ、実は。ちょ

っと聞かせといてもらったんですけども、ありがと

うございます。どうか地方のほうでも気張ってやっ

ていただかんと文化水準が上がりませんので、よろ

しくお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） ３２３ページの市民会館等自

主事業、例年６だか７だか、それと簡単なジャンル

だけでも結構ですので、どのようなものか、お願い

します。 

○分科会長（田中藤一郎） 藤原参事。 

○文化振興課参事（藤原 孝行） 現在オファーをし

て、どうなるか分からない調整中の部分もあります

ので、ちょっとはっきり申し上げれないんですけど

も、昨年行いました自衛隊第３音楽隊のコンサート

を今年もオファーをしております。これはただ演奏

会を聞くんではなくって、途中で地震が起こったと

いうふうに想定して避難訓練を行うような、そんな

コンサートをしたいというふうなことでオファー

をしております。まだこれは未定でございます。 

 それからあとは吹奏楽の演奏会で、大きなところ

でいえば昨年、一昨年行いました京都橘高等学校の

吹奏楽、マーチングで特定の番組、申し上げません

が、テレビでも取り上げられた非常に有名な学校の

演奏会をします。 

 それからもう一つは夏の時期に和太鼓のコンサ

ートをしたいなということで今、調整をしておりま

す。 

 そのほか、宝くじの事業だとかも今オファーをし



 19

ておりまして、ほぼ内定をいただいてるんですが、

最終的な決定がいただいてないということ。 

 事業としては今申し上げたことなんですが、基本

的な考え方として、市民会館が最先端の芸術を提供

するということはもちろん必要なんですけども、例

えば大きな演歌歌手を呼んできてっていうことも

必要なのかも分かりませんが、なかなかこれからの

ことを考えると、そういうのが現実的かどうかって

いうのも内部で検討いたしました。 

 で、ただ演奏会をするんではなくってっていうの

は、そこに地元の方を何とか絡めていきたいなと思

ってます。例えば太鼓の演奏会、太鼓っていうのは

地元で非常に親しみのある秋祭りだとかっていう

ので、子供たちでもたたけるもの、それを例えば演

奏会っていうのを本公演として、それに向けて、昨

年来からやっておりますお出かけ訪問コンサート

として、各学校に太鼓の演奏会のいわゆるレクチャ

ーの授業を行った上で、本番の８月、先ほど申し上

げた本番に持っていく。あるいは先ほどの自衛隊の

避難訓練にしても、避難訓練ということは、市民が

実際参加する、関わるというふうなスタンス、それ

から京都橘高校のことについても、地元の吹奏楽の

団体っていうのが非常に活発にされてますので、た

だ、演奏を聞くっていうのはすごく勉強になります

が、こちらのほうでいわゆる仕込み、準備ですね、

準備をするときにちょっと見学をしてもいいよっ

ていうことを、昨年もおっしゃっていただいたんで

すが、そういったことで、なるべく地元の方と市民

と関われるような、そういうふうな工夫していきた

いというふうに考えております。ちょっと未調整の

ところもあるので、ちょっとはっきり申し上げれま

せんが、現時点では以上のような格好で考えており

ます。 

○委員（芹澤 正志） 結構でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 そのほか何かございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 市民プラザでの事業なんです

けれども、一般質問でもちょこっとだけさせていた

だいたんですが、地元の方が、自分たちが企画する

ようなことで参加したいというような方がちらほ

らおりまして、以前はそのような市民プラザ何とか

委員でしたかね、あったんだけれども、そういうの

がなくなってしまって、やっぱりどうしてもそうい

う人たちから見るとなかなか意見が反映しにくい

とか、あと事業半分が演劇関係というところもあっ

て、あと市民会館である音楽の事業っていったら、

やっぱりしっかり時間があって、時間も余裕も取っ

て、その日は行かなきゃいけないけど、市民プラザ

の事業っていうのは買物のついでにちょっと気軽

に寄れて、楽しめるというところで、何かまたそう

いう意見も反映してほしいということのご意見が

あったことだけお伝えさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） 意見でよろしいですね。 

○委員（義本みどり） はい、意見で結構です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。

はい、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 新文化会館の整備事業で、今

年度、実施設計の分と、移植とか伐採とかいう話を

今聞いてるんですけども、基本的に今年度の予算で

は、実施設計が投資委託料で主でしたな、それで、

これは増額になるような要素はないですね。伐採も

ないんだろうし、基本的には。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 基本的に

は、実施設計業務費の今のところ、増額は特には考

えておりません。 

 伐採等の費用につきましても、最終的に建物の正

確な位置っていうのがまだ確定できておりません

ので、それによっては、１本、２本小さな木が増え

たり、減ったりとかいうことはあろうかと考えてお

ります。以上でございます。 

 すみません、先ほどの上田委員のご質問に対して、

ちょっと回答ができませんでしたので、今回答させ

ていただきます。 

 伐採する本数としては、２３１本、今のところ、

２３１本を想定しております。これは、背の低い、
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ツツジみたいなような木から大きな木も全て含ん

で２３１本ということでございます。 

 先ほどから移植する木の本数、３本と申し上げて

おりました。すみません、４本でした、３種類、４

本でございます。シンボルになってるのがシラカシ

っていう木で、また現場のほう行っていただくと、

手前のほうに結構大きな木がシンボル的に立って

おります。その木がシラカシっていう、その移植に

結構な費用がかかるという状況でございます。以上

でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ２３１本伐採、ようけ切られ

てしまうんだな。ようけっていうか、たくさん切ら

れてしまうんですね。あそこの雰囲気があるけど、

そんなようけあるんかな、まあ、大小だろうけどね。

そんな切るんはいいんですけれども、まあ仕方ない

んだろうけど、利用することはできへんの。例えば

欲しい人、上田さんが欲しいでって持って帰るとか。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 現実的に

は、欲しいっていう方がおられるかもしれません。

ただ、段取り的に持って帰るようにこちらのほうで

段取りしてあげるか、もしくは、向こうさんが取り

に来られるのを待って、その段取りが終わるまでう

ちが待つとか、スケジュール的な問題とか、いろい

ろな問題がございます。それで、木によっては移植

する時期っていうのと、単純に抜いて持っていけば

いいじゃなくて、根回しして、根を切って、固めて

っていう、いろんな段取りがございますので、現時

点ではちょっとうまいこと段取りできないんじゃ

ないかなっていうのが正直考えているところでご

ざいます。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

 今、本数聞いて、まあ、すごい本数だなというこ

とで、気持ちのある人、欲しい方があるんかなと思

って聞いたんですけれども、それも想定はされてる

ようですね、そうすると。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 最終的に

は工事のほうは造園業の方に発注するっていう格

好になろうかと思います。その辺で、いろいろ情報

収集して、一番いいやり方っていうのを最終的には

模索して、決めていきたいと考えております。以上

です。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それは理解はいたしまして、

今年度のこの実施設計について、伐採や移植につい

ては、そんな大違いはせえへんだろうなと思ってる

んですけれども、実質、建築にかかるんがいつから

でしたいな、この実施設計を受けて、来年じゃなく、

再来年か。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 年度でい

いましたら、再来年度ですね。年でいけば来年とい

うことですね。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 来年、工事発注をするのはい

つになるんですかいな。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 工事発注

しますのは、来年度の４月、５月、その辺りに……

（発言する者あり）あ、再来年度、すみません、申

し訳ございません、再来年度ですね。の４月、５月

で発注する準備に入って。 

○委員（福田 嗣久） 正味あと２年あるちゅうこと

ですね。（「正味１年でしょう」と呼ぶ者あり）正

味１年か。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 何を聞くかというと、ご承知

なんでしょうけれども、皆さん本当に心配をなさっ

てることが、企業物価高が非常に強いということと、

それから、今のロシア侵攻によって、原油価格が大

幅アップしてるという状況がいつまで続く、それは

誰も分かりませんけれども、鉄材でいうても２５％

から上がってるようです、今現在。本当にこう狂乱

物価のときのように、４０年前ぐらいの物価水準、
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物価が上がりようが、そんな状況なんです、アメリ

カも日本もヨーロッパも含めて。非常に厳しい状況

が今極端に出てきてるんで、それはさっき発注はい

つですかいうのは、やっぱりどういう影響及ぼすん

かなという気がしましてね。あと正味１年半ぐらい

しかなくなっちゃうんだけど、計画事業費がどうい

ったとこまでいったらどういう見直しをかけるの

か、その辺は非常に難しいと思うんですけどね、そ

の辺の考えがあったら、少し聞かせといていただい

たほうが、今後のことですからね、大変大きな投資

になる話だし、ちょっと心配もするんですけれども、

ちょっとその辺りも。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 今、基本

設計の結果で、今現在の価格、単価で見積りを取り

直して、どういう状況にあるかっていうのを今把握

しようという段取りをしております。 

 実際には、まだ１年以上先の話でございます。そ

の辺は十分社会情勢注視しながら、これからまた極

端に上がっていくのか、じっくり下がっていくのか、

その辺を見極めながら、どこかのタイミングでこう

いう状況ですということで、議会のほうにもご説明

させていただいて、ただし、本来求めるべきものを

我慢してまで、正直に申し上げて、中途半端なもの

を造るっていうのは駄目だと考えておりますので、

そのときには、十分資料をもってご説明させていた

だいて、いろいろ協議をさせていただきたいと思い

ます。 

 ただちょっとその時期的には、いつぐらいでどう

なのだっていうのは、ちょっと今まだ資料等の整理

ができておりませんので、また随時ご相談させてい

ただきたいと考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 参事のほうからも本会議で中

途半端なもの造るのはと、当然そうだと私も思いま

す、やるからには。ただ今、状況が非常に芳しくな

いというか、不安な要素がいっぱいあるなと思って、

注視はしてるんですけれども。その中で、今ちょっ

と不安になった基本設計の見直しか、こういうのは

基本的には見直しをかけていくわけですか。それは

その基本設計をしたときに概算、例えば５０億円か

かりますよということを我々案内していただいて

ますわね。それが、今現在の基本設計でいったらど

うなるんだろうという見直しだろうと思うけども、

その辺はどんな雰囲気ですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 基本設計

でお示しさせていただきました、総事業費５６億円

で、正直、超概算というような世界でございますの

で、もう少し詰めて、現状の社会情勢見て、見積り

を全て取り直しているという状況でございます。 

 ただ、そんな極端に社会情勢の今の鉄骨の費用を

もろに受けて、とてつもない金額になったり、倍半

分上がったりとかいうふうな感覚ではないと、思っ

てないです。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 様子は聞かせていただきまし

て、理解はさせていただきましたけども、基本この

平穏な時期違うんで、非常にいろんな意味で大変危

惧もしながら、新聞見るぐらいですけども、見てる

んですけれども、市の行政推進にとっても、なかな

か難しい面がありはすまいかと、出てきはしまいか

というような心配もしておりますので、先ほど室長

がおっしゃった環境変化が起きることについては、

議会もしっかりと提案の情報説明、状況説明をして

いただいて、大きな事業になりますので、しっかり

とその辺のフォローをしていただきたいと、教えて

いただきたいしということを、これはお願いしてお

きます。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 図書館の事業なんですけれど

も、お母さんに読書の時間をプレゼントされると、

もう少し詳しい話を聞かせていただいてよろしい

ですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 土生田参事。 

○生涯学習課参事（土生田祐子） 先ほどの件なんで

すけれども、託児っていうのが主でして、ママ、パ
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パ両方になんですけど、図書館に来られていても、

子供を連れてはなかなかじっくりと時間を取るこ

とができませんので、シルバー人材センター等に託

児をお願いしようかなというふうに思っておりま

す。それが主な部分です。それから、あとは、何で

このママ・パパへの読書タイムプレゼントというと

ころに至ったかというと、やはり子供が本と親しむ

時間というのは、やっぱり親御さんがそういう時間

を取るっていうことが重要ではないかなというこ

とで、子供の幼児期間の読書習慣につながるという

ことを目的に実施させていただく予定になってい

ます。あとは、本館のみならず、分館、全部で６館

ありますので、そこでも、回数の差はあるとしても、

そういう機会を持ってもらえたらなというふうに

考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） とてもいいことだと思います。

なかなか日頃、スマホばっかり見てる大人の方が本

にというのは難しいところはあると思うんですけ

ど、何か食いつくような餌が、餌というのは失礼な

んですが、例えばブックカフェとかに、全然読書し

なかった中学生の、あんまりしなかった子供さん一

緒にいったら、そこで本を読んで、ああ、この本買

ってもらおうって、まあ、この子が本読んで、本買

ってもらうって言ったと思って、すごいそういう気

づきもありますので、何かうまく進んでいくことを

期待をしております。 

 それと、もう一つよろしいですか。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○委員（義本みどり） ぬいぐるみのお泊まり図書館

のというのがよく防災無線で聞こえとって、すごく

個人的に気になっていたんですけれども、まだ今年

度もあるんですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 土生田参事。 

○生涯学習課参事（土生田祐子） ぬいぐるみのおと

まり会はすごく人気のある事業で、申込みであっと

いう間にいっぱいになってしまうっていうような

状況です。今年もそれを実施する予定ですし、先ほ

どのママ・パパの読書タイムプレゼントの中に実は

ｉＰａｄも含んでおりまして、そういうものを活用

しながら、なるべく図書館が楽しそうだなというよ

うな情報も発信していきたいと思っております。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。期待

しております。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 そのほか。 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 聞き忘れとったんですけれど

も、新文化会館の、建築じゃないんですけども、何

ていう、運用の仕方についていろんな話をいろんな

とこで聞くと、やっぱりひぼこの影響いうんか、そ

れもよう聞くんです。使いやすかったのに残念だね

ということ、まあ、それはもう仕方がない、済んだ

ことですから、それはいいんですけれども。今後、

新しい文化会館ができて、今の、今現在、１，２０

０かいな、１，１００、それが７５０とか８００に

なりました。ひぼこがあれ３００ぐらいでしたね。

確かに我々もよく行かせていただいたんですけど、

ちょうど手頃な会館ということで、ホールというこ

とでよかったなと思うんですけども。心配される声

ちゅうのは、新しく立派になりました。で、非常に

使いにくくなって、予約もしにくいし、敷居が高い

とかいうことになってしまったら、何のための公共

施設の再編だということになってしまうんで、２つ

を１つにする、そして公共施設再編事業債を使うと

いう大きな流れがあったと思うんですけれども、そ

の使いやすいことをどう担保するんだというて聞

いたら、本会議ではどう言われたかな、今後ルール

を決めるというような話だったと思うんだけど、今

後ルールを決めるに当たっては、やっぱりそういっ

たことを再編したという基本的な考え方の下に、や

っぱり小さい団体でも、大きな組織とか団体ががん

と押さえてしまうような使い方をすると、非常にい

ろんな地域の人が使いにくくなってしまうと、その

辺のことは本当に配慮がいるんだろうと思うんで

すけれども、その辺りの考え方を再度、誰が言って

くれるか知らんけど。 

○分科会長（田中藤一郎） 櫻田室長。 
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○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） これから

全く新しく新文化会館として管理運営計画ってい

うような格好で計画を定めていくことになると思

います。小さなホールと大きなホールと１つになる

ということで、使い方については、その計画の中で

いろいろ、２階席になりますので、１階だけ使った

場合とか、いろんなルールの決め方があろうかと思

います。 

○分科会長（田中藤一郎） 桑井部参事。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） あく

までも公共施設を造りますので、小さかろうが大き

かろうが公共施設でございますので、やっぱり誰で

も気楽に使える、そういったものが基本になると思

いますので、今後、管理運営計画を定めていく中で

そういうふうに定めていきたいと考えております。

以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 基本的にその管理運営計画策

定、ルールづくりということは理解をさせていただ

きました。 

 それで、今、私が申し上げるのは、そういった声

もあるよということをお話ししてますので、ともか

く何ていうのかな、ちょっと私もよく分からんので

すけれども、大きな団体がどんと押さえてしまわれ

たら、もうなかなか、まあ、そんなことがあるんか

どうかも知らんのやで、実は。そういうことがあっ

て、例えば小さいサークルがこういう使い方をした

い、お願いできますか言うたら、駄目駄目という、

こういう形がないようなことはきちっと配慮をし

ていただいておかんといけんと思うんです。その辺

のことを確認させていただこうと思って聞かせて

いただきました。 

○分科会長（田中藤一郎） 桑井部参事。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） 先ほ

どありましたように、その大きい団体を優遇するよ

うなことは一切ございませんので、やはり小さかろ

うが大きかろうが、やはり皆さん、市民が使いやす

いものを、同じ条件で同じように予約が取れると、

そういったものを目指していくべきだと思ってお

りますし、今度造ります新文化会館につきましては、

いろんな諸室、考えながら造っていきます。使い勝

手のいいように、重ね使いできるというようなこと

を考えておりますので、例えば楽屋であっても、会

議もできるようになると思いますし、そういったふ

うにいろんな部屋を多目的に使えるような格好で

考えていきたいと思っておりますので、そういった

方針で、今後、管理運営計画のほうも定めていきた

いと思っております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりましたけれども、とも

かく立派になって、敷居がどんと上がってしまって、

今まで、僕は何ぼかかっとるか知らんけど、今まで、

例えば５万円で使えたけども、１０万円とか１５万

円、高うなっちゃったな、使いにくいなということ

を言われないような配慮はやっぱりしといていた

だきたいなと思います。そうじゃなければ、今私が

ばくっと申し上げております大きな組織でばんと

押さえられてしまうとか、決められてしまうと、小

さいとこはどうも遠慮しちゃうというのも当たり

前だと思いますので、そういったこともやっぱりよ

く配慮した形の管理運営計画、ルールづくり、この

辺のことを、ぜひよく配慮をしながらつくっていた

だきたいということを最後にお願いをしておきま

す。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 締めていただきまして、

ありがとうございます。 

 よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 以上で地域コミュニティ振興部に係る令和４年

度一般会計の説明及び質疑は終了しました。 

 ここで、分科会を暫時休憩します。 

 当局職員の方は退室していただいて結構です。ご

苦労さまでした。 

 再開は１時にてお願いします。 

午前１１時３４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時００分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） 休憩前に引き続き分科会
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を再開します。 

 当局の説明は所管事項を逐一説明するのではな

く、新規事業や前年度からの大きな変更点のあった

事業、主要事業等、要点を簡潔に説明願います。 

 また、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願

いします。 

 それでは、市民生活部、健康福祉部の所管部分に

ついての審議を始めます。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。 

 歳出に続いて、所管に係る歳入、債務負担行為及

び地方債の順でお願いします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 なお、説明の際、該当のページを委員が開いたか、

さりげなく確認しながら説明をお願いします。 

 質疑は、部単位で説明の後、行います。 

 まず、それでは、市民生活部、お願いします。 

 はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、市民生活部の

市民課分について、まず説明をさせていただきます。 

 それでは、歳出からです。 

 予算書の１４５ページをご覧ください。説明欄で

ご説明をいたします。 

 上段の表の上から２行目、戸籍住民基本台帳事務

費５，６６４万９，０００円につきましては、戸籍

住民基本台帳事務に関係する経費を計上しており

ます。主なものとしましては、その下の７行目、保

守点検委託料１，４５５万４，０００円につきまし

ては、戸籍総合システム及び住基ネット関連のシス

テム機器の保守点検委託料でございます。２行下の

業務委託料１，６５７万３，０００円につきまして

は、２０２３年度から開始予定の行政手続における

戸籍証明の添付省略、あと証明の広域交付等、マイ

ナンバーによる情報連携や戸籍内事務連携が行え

るようにするための戸籍総合システムの改修業務

等でございます。 

 ３行下、ＯＡ機器借り上げ料１，３４０万８，０

００円は、戸籍総合システム機器及び住基ネット関

連のリース料でございます。前年度より１７３万７，

０００円減額となっています。これは昨年１０月の

戸籍総合システムの機器更新のときに、プリンター

１０台が、世界的な半導体供給不足のためにリース

物件から外れたことによります。 

 ３月１日から開始しておりますコンビニ交付の

実施におけるシステム運用に係る予算としまして

は、コンビニ等事業者への委託手数料１２万７，０

００円、それから、戸籍総合システムと住基システ

ムの保守委託料２９６万１，０００円、クラウド使

用料４２５万１，０００円、地方公共団体情報シス

テム機構、Ｊ－ＬＩＳといいますが、こちらに支払

うコンビニ交付運営負担金２７２万８，０００円で、

合計にしまして、１，００６万７，０００円のほう

を計上しております。 

 次に、事業廃止についてでございますが、個人番

号カード交付事業につきましては、市が実施主体で、

これまでマイナンバーカードを交付して行ってき

ましたが、政令の一部改正によりまして、昨年９月

１日から地方公共団体情報システム機構が直接担

うこととされましたので、当該事業のほうは廃止し

てございます。 

 次に、１５７ページをご覧ください。上の枠、下

から８行目、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

の繰出金６億５，４７８万５，０００円は、国保税

の軽減分、保険者支援分などの保険基盤安定事業や

財政安定化支援事業、出産育児一時金、職員給与費

等を一般会計のほうから国保特会のほうに繰り出

すものでございます。 

 次に、１６３ページをご覧ください。２枠目の上

から９行目です。国民年金事務費７３万９，０００

円は、国民年金法に基づき、被保険者の適用事務を

行う経費を計上しております。 

 次に、その下の枠、上から３行目の高齢期移行助

成事業費、その下、１０行目ですね、重度障害者医

療費助成事業費、８行下の乳幼児等医療費助成事業

費、続いて１６５ページの１行目です。母子家庭等

医療費助成事業費、８行下の高齢重度障害者医療費

助成事業費、７行下のこども医療費助成事業費の６



 25

種類につきましては、医療費助成の福祉医療費でご

ざいます。これら各事業の医療助成費につきまして

は、コロナ感染症の影響による受診控えで、医療助

成額のほうが大きく減少した令和２年度を除きま

して、過去５年間の実績に基づいてそれぞれ予算計

上しております。 

 その他の予算費目につきましては、助成金の支給

に係る経費を計上しておりまして、前年度と大きな

変動は見込んでございません。 

 令和４年度の助成金は、令和３年度の後半から医

療費が戻ってきていることから、母子家庭等医療費

助成事業以外の事業費において、前年度予算額に比

べ増額となっております。 

 福祉医療の扶助費全体では、３億１，８２０万円、

前年度から８ポイントの伸びを見込んでおります。

母子家庭等医療費助成額の減額につきましては、令

和３年度から実施しております子供の医療費助成

におきまして、住民税非課税世帯の外来診療の無料

化により、母子家庭等医療助成の受給者で、要件に

該当する児童のほうが、負担のない乳幼児等医療助

成と、あとこども医療費助成のほうに移ったことに

よります。 

 また、令和４年度は、７月診療分から、ゼロ歳か

ら３歳児、この３歳児というのは４歳になる誕生月

の月末までですけれども、この医療費につきまして

は、所得制限を設けずに自己負担額を無料にします。

この助成分の扶助費として、乳幼児等医療費に１，

２６０万円を計上しております。 

 次に、１７３ページをご覧ください。上の枠の下

から６行目、後期高齢者医療事業費９億９，０１６

万６，０００円は、後期高齢者医療の療養給付費の

うち、法令による市の負担分と広域連合規約により

ます共通経費等を広域連合へ納付するものです。こ

の予算額は広域連合からの内示額でございます。そ

の４行下の後期高齢者医療事業特別会計繰出金３

億４，４４５万９，０００円は、後期高齢者医療事

業に係る事務経費、人件費分、あと保険基盤安定制

度によります低所得者への軽減分を一般会計から

後期高齢者医療特別会計へ繰り出すものでござい

ます。 

 次に、１７９ページをお願いいたします。下から

９行目、児童手当給付事業費２８６万４，０００円

は、児童手当に係る事務経費で、対象者に通知する

封筒代、郵送料及び児童手当システムの保守料等で

ございます。その７行下、児童手当給付事業費１１

億１，６７８万円は、児童手当の給付額で、児童数

の減少などにより、前年度当初に比べ、２，９８３

万円の減額となっています。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入をご説明いたします。 

 戻って、３５ページをご覧ください。国庫支出金

でございます。上から３行目、国民健康保険基盤安

定費負担金７，１１０万５，０００円、その２枠下

の上から５行目、児童手当負担金７億７，４８３万

２，０００円は、歳出で説明いたしました事業の国

庫負担分でございます。負担割合はそれぞれ記載の

とおりでございます。 

 続いて、下の表の上から３行目、社会保障・税番

号制度システム整備費補助金１，６４７万７，００

０円は、歳出で説明しました戸籍システム改修費の

補助金で、共用環境部分を除きまして、全額補助で

ございます。その５行下、マイナンバーカード交付

事務費補助金１，５０６万４，０００円は、マイナ

ンバーカード交付事務に係る会計年度任用職員の

人件費及び必要経費の補助金で、こちらも全額国庫

補助でございます。 

 次に、４３ページをご覧ください。県支出金でご

ざいます。下の表の上から３行目、国民健康保険基

盤安定費負担金、その１つ下の枠の１行目、後期高

齢者医療保険基盤安定費負担金、その下の枠の上か

ら６行目、児童手当負担金、これらにつきましては、

歳出で説明しました各事業の県の負担分でござい

ます。負担割合は記載のとおりでございます。 

 次に、４５ページをご覧ください。ページ下から

１０行目の、高齢期移行助成事業費補助金、５行下

の重度障害者医療費助成事業費補助金、４７ページ、

１行目の乳幼児等医療費助成事業費補助金、その５

行下、母子家庭等医療費助成事業費補助金、その２
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行下の高齢重度障害者医療費助成事業費補助金、そ

の９行下、こども医療費助成事業費補助金につきま

しても同様で、歳出で説明しました助成事業費を基

に、それぞれ記載の補助率で算出した県の補助分に

なります。 

 最後に、６１ページをご覧ください。真ん中の表

の下から３枠目、地域振興基金繰入金５億２，９０

０万４，０００円のうち、市民課分は３，８５６万

９，０００円で、これは乳幼児等医療と、あと及び

こども医療費助成事業の市単独の拡充分の財源と

して繰り入れるものです。内訳としましては、乳幼

児等医療費助成事業費に２，７４７万１，０００円、

こども医療費助成事業費に１，１０９万８，０００

円計上しております。 

 市民課の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 私からは、生活環境

課分の説明をいたします。 

 まずは、歳出です。 

 ９９ページの下枠をご覧ください。環境審議会委

員報酬として、人件費に２６万６，０００円を計上

しています。 

 １０１ページをお願いいたします。環境政策推進

事業費です。２０５０年までに二酸化炭素排出実質

ゼロの実現を目指して、環境省補助事業を活用して、

省エネルギー対策や再生可能エネルギーの導入拡

大を進めるため、再生可能エネルギー導入促進区域

設定業務に３，５００万円を計上しています。これ

は、脱炭素先行地域選定に向け、再生エネルギー導

入エリアのゾーニングと合意形成などを行う業務

となります。その１行下、ごみの減量・資源化対策

事業費です。このうちプラスチックごみ削減キック

オフイベントについてですが、主要事業や先日の議

会答弁の中でもお答えしていますが、１０月に開催

予定のイベントに係る経費です。講演謝礼７０万円

を含む、計２００万円を計上しています。 

 その下の太陽光発電システム導入補助事業費で

す。脱炭素の取組を進めるため、本年度から新たに

出力１０キロワット以上の設備を設置する事業者

向けの補助制度を設けましたが、来年度についても、

引き続き１５０万円を計上していることと合わせ、

個人向け補助を８０８万円計上、合計９５８万円と

しています。その１２行下、木質バイオマス導入補

助事業費については、４０１万１千円を計上してい

ます。ストーブ、ボイラーの購入補助２０件を見込

んでいます。 

 次に、１１９ページをお願いいたします。３枠目、

中段辺り、交通安全対策事業費です。事業用備品と

して２７２万８，０００円を計上しています。本年

度末で解散する兵庫県交通災害共済組合の分配金

を活用し、交通安全教室用の信号機を購入しようと

するものです。 

 次に、２０３ページをお願いします。３枠目の斎

場管理費です。一番下に火葬炉の補修工事費を４５

５万４，０００円計上しております。これは、設備

の保守点検を行った結果、補修が必要と指摘された

箇所である炉内台車の耐火材等を修繕する費用で

す。 

 次に、２０７ページをお願いいたします。１枠目

の塵芥処理事業費のうちの１０行目の北但行政事

務組合への負担金についてです。昨年のごみ量の実

績と国勢調査人口が確定したことに伴い、構成市町

の中で、豊岡市としては約６８％を負担することに

なります。この通常運営分で２億４，９２３万円、

さらに、今年度、クリーンパーク北但施設内で発生

した南側法面の安定化対策等に係る施設整備分と

して５，５７７万６，０００円、合わせて３億５０

０万６，０００円を計上しております。昨年度と比

べ、トータルで豊岡市の負担は、約５，６２３万円

の増額となっております。その下の最終処分場管理

費です。５行下の修繕料５６１万８，０００円のう

ち、経年劣化による苛性ソーダタンクの取替えと高

圧設備の修繕を行うものとして４５６万５，０００

円を計上しております。 

 旧清掃施設管理費です。枠の下から５行目、業務

委託料です。北近畿豊岡自動車道の延伸事業に伴い、

旧豊岡清掃センターを解体、撤去する必要がありま

す。来年度は、解体、撤去前の土壌調査やダイオキ
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シン類などの現状調査業務費として３，０２０万円

を計上しています。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 ３３ページをお願いいたします。下から７枠目の

２行目、ごみ処理手数料ですが、これは指定ごみ袋

として徴収をしている家庭系廃棄物の処理手数料

で、販売実績に合わせて、前年度より約２１３万円

減を見込み、１億３，４７７万７，０００円を計上

しております。 

 ６１ページをご覧ください。上段、太陽光発電事

業特別会計繰入金に４，４８３万６，０００円を計

上しています。竹貫地場ソーラーの用地買戻し費用

に２，９８１万６，０００円、防犯対策事業費に５

０４万円、環境審議会委員報酬に２６万６，０００

円、環境政策推進事業費に１３万４，０００円、太

陽光発電システム設置補助金に９５８万円、木質バ

イオマス利用機器導入補助金に４００万円を充当

します。 

 同じく中枠の一番上、財政調整基金繰入金です。

１４億７，５９３万７，０００円のうち、先ほど申

し上げました貸出し用信号機の購入に２７８万８，

０００円、建設課が実施します交通安全施設整備に

３，４８０万９，０００円を充当します。これらは、

先ほども申し上げました兵庫県交通災害共済組合

の分配金ということになります。 

 ７１ページ、中段より少し下をご覧ください。二

酸化炭素排出抑制対策事業費補助金として３，５０

０万円を計上しています。再生可能エネルギー導入

促進区域設定業務に対しての補助を受けるもので

す。なお、補助率は１０分の１０です。その３行下、

環境保全促進助成事業補助金です。１０月に予定し

ているプラスチックごみ削減キックオフイベント

の実施に際し、一般財団法人自治総合センターから

助成を受けるものです。これにつきましても、補助

率は１０分の１０です。 

 ７５ページをお願いします。２枠目の清掃債の清

掃施設整備事業債です。クリーンパーク北但敷地内

の南側法面安定対策事業に係る豊岡市負担分に対

して起債を措置するものです。 

 次は、地方債です。少し戻っていただきまして、

１０ページをお願いいたします。上から１８行目を

ご覧ください。清掃施設整備事業債です。内容につ

いては、先ほど歳入の起債のところで説明したとお

りです。 

 その他の項目につきましては、金額に多少の増減

はございますが、前年度と同様ですので、説明は省

略させていただきます。 

 市民生活部の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですね。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 一つは、２０７ページか、旧

清掃センターの北近畿道に関係しての撤去に向け

ての、先ほど土壌調査だったっけ、土壌調査とか、

ダイオキシンの調査とかというお話がありました

けれども、これは、これから先、どういう計画で撤

去ということになっていくのかってこと。 

 それからもう１点、１０月にプラスチックキック

オフイベントでしたっけ、これはどのようなイベン

ト内容になるのか、取りあえずその２点、お願いし

ます。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 清掃センターの解体

につきましては、今年度から国土交通省のほうと事

務レベルでの打合せを始めております。今お聞きし

てますのでは、来年度については、今回の予算で計

上しております土壌調査等の業務を行うというこ

とですし、まあ、何しろ国のほうがする事業ですの

で、国のほうの予算のつき方によっては早まるとい

うふうに聞いてますが、５年から６年ぐらいの間に

事業が進んで、我々が聞いてますのでは、５年後ぐ

らいには解体が終わるというようなスケジュール

で聞いておりますが、これについてはまだ今の段階

で、今、予備設計の段階というふうに聞いてますの

で、そちらの進捗の状況によるということでご理解

ください。 

 プラスチックごみのイベントのほうのご質問で
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すが、これにつきましては、そういったプラスチッ

クごみの活動をされている方々、環境関係の活動を

されている方々のご協力をいただいたり、それから

専門職大学ですとか、県立大学の大学院、それから、

今回、計画を策定いただいた高校生等に声をかけさ

せていただいて、その方々にブース展示を行ってい

ただいたり、それから、著名な方に来ていただいて、

プラスチックごみ削減についてのご講演をいただ

くというようなことを想定しております。 

 まだ、どなたがということについての詳細は決ま

っておりませんが、どなたも来ていただいて、楽し

く、そういったごみ削減の取組が分かっていただけ

るようなポスター展示等を含めまして、老若男女が

来ていただけるようなイベントを考えております。

以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） お伺いしたんですけれども、

説明いただいたんですけれども、やはり一番、清掃

センターの跡地で気になるのは、やっぱりダイオキ

シンとかね、そういう公害物質についてどうなのか

なっていうとこら辺が、滝のところの跡地におきま

しても、なかなか土壌が汚染されたものが全面的に

なくなるということがなかなか難しそうなことを

以前聞いておりましたし、やはりごみ処理センター、

ここ何年間あったかちょっと忘れたんですけれど

も、長い間、稼働していましたので、その滝のとき

とは、あそこは最終処分場ですので、多少いろいろ

中身は違うと思いますけれども、やはり有害物質が

もしあれば、やはりそういうとこら辺で後の施策に

おいても係ってくると思いますので、しっかり調査

をしていただきまして、後の汚染とかにつながらな

いようなことをぜひお願いしたいと思いますが、こ

れは、その調査においては、今年度されるというこ

とでしたか。ダイオキシンの調査とか、土壌調査と

か、まあ、国の、国のされることではありますけど

も、やはり豊岡市に、市にある施設ですので、しっ

かりと連携しながら見ていっていただきたいと思

うんですけれども、今年、この調査をされるんでし

たかしら。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 今年度といいますの

が、来年度ということになります。令和４年度に実

施ということになります。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員、よろしいです

か。 

 はい、どうぞ。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。よろし

くお願いします。 

 それと、もう１個、プラスチックキックオフイベ

ントでしたか、これは、１０月って言われましたけ

れども、すぐすぐやってくることですので、これは

本当にしっかりと全市民が参加できるような、しっ

かりとした企画をしていただきまして、よろしくお

願いをいたします。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか、ございません

でしょうか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 先ほどの上田委員のに関連し

てです。旧清掃施設に関してです。 

 これ、前、話してたのは、上に道路が乗っかって

くるので、国の予算で解体もしてもらうという、そ

んな話を、その代わり、土地のほうは提供するって

いう形で、多分そういうバーターみたいな形になっ

てると思うんですけれども、今回のこの調査業務自

体は、財源、ごめんなさい、さっき聞き逃したかも

しれないんですけども、財源何なのかということと、

今後の責任のとこの財源というか、資金面の、どち

らが担当するのかだけちょっと、もう一度、多分知

らない委員もいらっしゃるんだと思うので、整理を

お願いしたいと思います。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 大変失礼いたしまし

た。移転補償金で全て対応することになってまして、

歳出で計上してます３，０２０万円は、全額国交省

のほうから頂戴することになってます。すみません、

それ、７３ページのほうで記載しております。先ほ

どちょっと説明が漏れておりました。大変申し訳ご

ざいません。 
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 それから、今後ですね、今後、解体に係る費用に

ついても、お聞きしてますのは、そちらの移転補償

金で全て対応できるということですし、解体と、そ

れから土地もこちらのほうから売り払うことにな

りますので、それについての代金も入ってくるとい

うようなことで理解しております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 予定どおりだということだと

思うんですけど、それでも、万が一、ここにダイオ

キシンなどの有害物質が出た場合については、これ

の処理については豊岡市が責任を持つ形になるん

でしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） あそこを閉鎖する際

に、そういったものが出ないことを確認した上で閉

鎖をしてますので、出ないことで私は理解してます

けども、万が一、出た場合は、施設を持ってる所有

者ですね、所有者のほうが対応することになるので

はないかなと、これはちょっと確認しなくちゃ分か

りませんけども、私はそういう理解でおります。以

上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 関連してなんですけども、ま

だほかにも市内には、こういった質の、廃棄された

というか、使われてない施設がありまして、とんで

もない金額になるので、世の中の状況を見てという

ことになってるんですけども、今現状で、多分です

けど、こういうアスベストとか、こういった処理っ

て、まだどんどん上がっていってる状況で、今後、

こういう、どういうことをしていくのかっていう議

論は担当部のほうでやってらっしゃるでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 今、前野委員がおっ

しゃったとおり、福住ですとか、城崎、竹野、まだ

施設が残ってあります。先ほど上田委員からござい

ました滝の第２清掃センターについては、まだちょ

っと水質改善が治まっていないということで、まだ

管理自体は続いてますし、ほかの施設については、

一応閉鎖をしておりますし、その解体ですね、ちょ

うど以前議論があったときには、ちょっと古い話に

なりますけども、オリンピックや大阪万博というよ

うなことで材料費が高騰しているというようなこ

ともあって、非常に高額な解体費用がかかるという

ことで、それについては、今のところはもう何もし

ないんだということで、現状のまま置いてるという

のが現状で、ちょっと私がここの担当になってから

は、今おっしゃってるようなことを特に議論を進め

ているようなことはございませんけども、多分、前

野委員がご記憶されているそういった建設費用が

上がってるというようなことと、それから解体に高

額な費用がかかるというようなことで、今のところ

は何もできない状況でいるということでご理解く

ださい。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 引き続き、ちょっとまだ議論

をいただきながら、莫大な金をかけてやる必要もな

いのかもしれないので、慎重にそこは議論してくだ

さい。私からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） ありがとうございます。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の話思い出した。 

 １０１ページ、先ほどの上田さんの話にもあった

かな、３，５０６万３，０００円、業務委託料、環

境政策推進事業費ですね、これが３，５７９万４，

０００円か、この事業の説明を見させていただいて、

具体的にこのゾーニング、どんなことをされるんか

いうことですけど、温室効果ガスの排出ゼロを目指

すということは国の政策、世界の政策ということに

なってるんですけども、円滑に再生エネルギーの導

入を進めるため、市内の再生エネルギーの導入促進

区域の設定に向けた現地調査や環境調査、ゾーニン

グマップの作成、脱炭素化事業のモデルの検討、地

域等の合意形成を図ると、こういう内容ですけれど

も、ちょっと具体的に、よく分からないような書き

方なんで、説明をしていただきたいと思います。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） これから脱炭素の取

組を進めるに当たりましては、市内でも効率的に再
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生エネルギーがつくれる箇所といいますか、そうい

ったことをある程度、エリアを決めながら進めてい

く必要があるなというふうに考えてます。これも、

特に今、区域の設定をどこだということを決めてる

わけじゃないんですけども、例えば市が設置してま

す太陽光発電所ですとか、それから、というのも一

つの、その太陽光発電所があるところは一つの候補

地にはなるとは思うんですし、それから、これもま

だ予定といいますか、例の小河江の浚渫、土砂で埋

め立てたところですね、そういったところも一つの

これから再生エネルギー、特に太陽光発電ですけど

も、そういったものを造った上で進めていくには候

補地の一つであるというようなことがございます

ので、そういった現状の様子をいろいろと調査業務

の中で積み立てながら、とはいっても、地元の方々

の合意がなければ、そういった事業も進められませ

んので、そういったことを地元の方の同意がいただ

けるような取組を含めて進めていこうというもの

でして、ちょっと急いでますのが、これ、先ほど１

０分の１０というふうに補助率を申し上げたんで

すけれども、来年度以降はちょっとまた補助率が下

がってくるようなこともございますし、まずこの先

行地域ということになることが、国からの交付金が

たくさん入ってくるというようなことで聞いてま

すんで、その先行地域を選定いただくに当たっては、

そういう市内のそういった区域設定をする中で、特

にポテンシャルが高いであろう地域を設定した上

で、こういうことを進めていく必要がございますの

で、ちょっとざくっと、ばくっとみたいなことにな

りますけれども、そういったことの業務を進めてい

くことになります。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の説明もばくっとしたと思

って聞いとったんですけれども、基本的にこの２０

５０年に向けてのＣＯ２の排出、それに見合う削減、

これをプラマイ・ゼロに持っていこうということで、

これを見させていただくと、１０分の１０のお話を

さっきされましたけども、これについて、ゾーニン

グマップ案の作成だから、私は、このもう二十五、

六年しかないちゅうことになるんで、ゾーニングな

んかは、単純に考えたら、市域全部だろうなという

気がするんだけど、今、太陽光があるのが、山宮、

竹貫、但馬空港でしたかな、それはそれで経緯でそ

ういうふうになったんですけれども、ゾーニングな

んていう書き方をしてるんだけど、そんなもんは全

部ちゃうんかというふうに思ってしまうんだけど、

違うんですか。要するに市も市民も全部というイメ

ージがあるんだけれども。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 福田委員おっしゃっ

てること、誠に正論でして、我々もそのように持っ

ていきたいところなんですけども、仮に、先ほど申

し上げました、この後、先行地域ということになっ

て、事業を進めていくに当たっては、そのエリア内

で、エリア内での民生部門、要は市民だとか、事業

者だとか、そういったこと、そういった方たちの中

でもゼロを目指さなくちゃいけないということに

なる、それが、達成が２０３０年ということで、ち

ょっと非常にハードルが高くなるというようなこ

とがございまして、今の中では、市域全域というこ

とではなくて、その可能性の高い、ポテンシャルを

持ってるところをゾーニングした上で進めていき

たいというのが今のところの考え方です。ちょっと

申し上げた、市域全部になると非常にハードルが高

くなるということで、現時点ではこのような案で進

めていきたいというふうに考えてます。 

○委員（福田 嗣久） 何となく分かるような気もす

るんだけど、今年度が１０分の１０で、来年度、再

来年度になったら、こういったことに対してはどう

なるの。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 我々が聞いてますの

では、来年度は４分の３になるというふうに聞いて

ます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ４分の３になろうと、２分の

１になろうと、要するに国際公約、先進国のその状

況なんで、まあ、何を目指しとられるようなことは



 31

よく分かりませんけども、ゾーニング選定ちゅうの

はちょっと理解し難いなという気がまず一つして

るのと、その中で、こういった事業を、環境政策推

進事業というふうにうたって、２０３５年、あるい

は２０５０年ということはもう公約みたいになっ

てますけれども、そうであるならば、余計にもう待

ったなしのことになりますわな。だから、余計に今

からゾーニングなんていう話をせずに、もう、ああ、

してもらっても構へんけれども、より市民の、さっ

き言うたように、市民の皆さんにこういったことを

しましょう、それから、市はこういったことを努力

しますという、それを先にするのが先なんじゃない

かなと思うんですけど、いかがですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） まさしく委員のおっ

しゃるとおりで、そういった率先行動をまず市が取

っていく必要があるというふうに考えてます。です

ので、ちょうど昨年の１１月に庁内には地球温暖化

対策の推進本部を立ち上げておりますので、その市

役所内といいますか、公共の施設については、どん

どんそういった対応を進めていくということと併

せて、市民の皆さんにこの取組を行っていただくと

いうことがもう第一義になりますので、そういった

啓発については、どんどんと行っていく予定にして

ます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 当然だと思って聞いておりま

すし、それともう一つ、勉強会だったかな、おっし

ゃった、誰がおっしゃったか忘れたんだけども、国

の補助が採択されなければ、ストップもあり得ると

いうような話を、誰だ、政策調整部長かな、誰かさ

れたような気がするんだけど、そのことはどういう

ことですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） ちょっと私からはち

ょっと言い出しにくかったんですけども、３，５０

０万円という結構高額な補助金です。これも満額つ

くとは限りません。仮に１，０００万円だったら、

１，０００万円の中でできる業務ということになっ

てきますんで、先ほど福田委員がおっしゃった、こ

の業務の中でする、いろんなその業務の中での優先

順位を決めて業務のほうを進めていく必要があり

ますし、ちょっと今漏れ聞いてますのでは、非常に

国内、地方自治体が多く申請をされてるというよう

なことのようです。ですので、ちょっと我々も先週

聞いた情報なのであれですけど、ちょっとなかなか

満額の採択は難しいというふうに聞いてますので、

ちょっとそこは臨機応変というようなことになる

と思います。以上です。（「取り合いになるときは

な」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かるような分からんような

話だけども、ともかく国際公約的なことになっとる

んで、待ったなしだということになるんで、先ほど

１０月の話も聞かせていただきましたけども、やっ

ぱり市民一人一人がこうすべきだとか、こうあるべ

きだとか、市役所はそのためにこういうことを率先

する、やっぱりそれが一番大事なことだと思うので、

その辺はよく分かっておいでだと思いますので、よ

ろしくお願いを申し上げたいということだけ言う

て終わらせていただきます。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかありますか。（「ほ

んならちょっと１個」と呼ぶ者あり） 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） また、福田委員とのちょっと

関連で。 

 先ほどのゾーニングっていうのは、たしか環境保

全をしなきゃいけなくって、ちょっとなかなか大規

模太陽光が置けないところ、それと、あとは環境の

インパクトが少ないので、なおかつ市民と合意が取

れてるところっていうゾーニングで、ここは積極的

にやりましょうって。あとは調整しなきゃいけない

という３つのゾーニングに分けることなんです、こ

のゾーニングって、どうも見てると。だから、基本

的に言うと、それだけのことなので、あんまり関係

ないのかなっていう気がしてるのが一つ確認と、や

っぱり福田委員がおっしゃるとおり、どんどんこれ

は進めていかないと、これが認可されなければやら
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ないということではなくって、やっぱりそういうこ

との事業はぜひやっていただきたいというふうに

思います。それについてのところをお聞きをしたい。 

 もう一つ、先ほどの埋立地で、そこが、普通財産

に移したのは、基本的に太陽光発電の候補がちょっ

とあったということがあったんですけども、その後

の進展はどうなってるのかという、この２点につい

てお伺いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） まず最初のゾーニン

グですけども、前野委員おっしゃるとおりで、でき

るところとできないところを分けるということ、そ

れから、例えば自然公園法ですとか、いろんな法律

の指定で網がかかっているようなところがござい

ますんで、そういったところは特に慎重にゾーニン

グに対しての考え方を押さえておかなくちゃいけ

ないというふうに考えてます。 

 それから、もう一つは小河江の用地です。お話が

あったその事業者さんについては、現場もいろいろ

見ていただいたりしたんですけども、非常に太陽光

発電所を設置するのをすごく急がれてたというか、

焦られていたというようなことがあって、小河江の

用地については事業を断念されてるという状況で

す。ですので、あそこについては、直営でするのか、

それから、場所をお貸ししてするのかということに

ついては、まだ今後議論を進めていく必要があると

いうふうに考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（前野 文孝） いいです、いいです。 

○委員（福田 嗣久） もう一つ、すんませんな。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） さっき上田さんがおっしゃっ

た、ごみの減量化、削減いうか、プラごみ削減キッ

クオフ、これ去年も私ちょっと申し上げたんだけど

も、例のポイ捨て、これを何とかせなあかんちゅう

てよう言われとるんです、実は、ずっと言われとる

んだけども。それで、それだけじゃなくて、例のク

リーン作戦、いつだった、５月でしたかいな、各地

区にばっとばらまいて。あれも効果は間違いなくあ

るんですけれども、私いろんな話を聞かせてもらう

と、やっぱり善意といいますか、ごみを減らさなあ

かんということで拾われる人があるんだな、日常的

に、年の行かれた人だけど。そうすると、そのイベ

ント的にぽんとするんじゃなくて、私が一つお願い

したいのは、例の、そのときには袋を提供しなるわ

な、無償で、ねえ。あるいはそういったことをコミ

ュニティあたりでも必ずいらっしゃるので、継続的

にそのプラごみの削減というか、ともかく、缶、瓶、

それからペットボトル、それから弁当の食い散らか

し、こういったものがもうともかく増える。これを

なくしてもらわな、海洋汚染なんか止まれへんと思

うしね。 

 だから、日常的にそういう活動をされてる方が豊

岡でもありますわね、どんどん、拾っておられる方

が。やっぱりそういう方をピックアップするのは難

しいけれども、コミュニティあたりにお願いをして

いって、そういう善意ある行動をされる人には提供

していくとか、それを集めてきたものはどう処理す

るとか、そういった細かいことも市でされたほうが

いいんじゃないかなと思うのと、もう一つ、もう河

川をメッシュでしてごみ取ったらどうだと。本当に

たくさんありますので。掛け声でいろんなことで予

算づけで、国がくれたどうのこうのいうて、それは

分かるんだで、分かるんだけども、どうもこんなま

どろっこしいなっちゅう気がしてな。今、経年的に

やってることを少し伸ばしていったらどう、できる

ことをと思うんですが、いかがですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） まさしく福田委員が

おっしゃるとおり…… 一部の悪意のある人たち

がポイ捨てをしているというような状況、特に、僕

は市民の人がしているんじゃなくて、観光でという

か、こちらにお越しになった方がついつい放って帰

られてるのがポイ捨ての現状だというふうに思っ

てます。 

 それと、やはり例えば、まちの自動販売機の横に

あるごみ箱見ていただいても、いっぱいになってて

入り切らないようなごみがございます。そういった
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ものが風だったりで水路に落ちる、そこから河川、

海というふうに流れているというのが今の海洋プ

ラスチック汚染の一つの要因になってると思われ

ますので、そういった倫理的な部分というんでしょ

うか、そういったところを市民も含めて、再度こち

らのほうからそういうことは駄目ですよというよ

うなことを促す必要があるというふうに思ってま

すし、一部のおっしゃってるごみを拾われてる、ボ

ランティアでされてる方がございます。その方はよ

くご存じで、我々生活環境部の窓口に来られて、ボ

ランティア用のごみ袋を持って帰られたりしてい

ます。それを聞いた上で、我々が回収に行ったりも

してますんで、可能でしたら、先ほどおっしゃった、

コミュニティとか一部そういうボランティア活動

をされてる方々にそういったことをしてますよと

いうことをこちらのほうから投げかけさせていた

だくことはできると思いますし、ちょうどちょっと

これあれですけども、来年うちのパトロール班、人

が増員になる予定になってます。給食センターの民

間委託に関わりまして、ちょっと現業の職員がうち

へ来ることになってますので、そのパトロールを強

化する中で、そういったまちでボランティアされて

る方と連携するということは可能だと思いますの

で、ちょっと検討させてもらいます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ありがとうございます。とも

かくコミュニティにも多少そういう話をしていた

だいて、善意のある人の活動に、少しでも応援でき

るようなことをすればという気はしておりますし、

いつだったか、ポイ捨て禁止条例、あれも市だけで

は弱いんで、道路交通法の中へ入れてしまったらい

いような気がするんだけどな、道交法で。それは

我々の及ばん範疇ですけども、現行犯逮捕でも検挙

でもしてもらって、３，０００円か５，０００円払

ってもらわな、直れへんと思うわ、本当に。そんな

気がするんですけども、難しいことですけどね。こ

れは国会にいっていかないといけないけれど、いろ

いろとありますんでよろしくどうぞ。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 そのほか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 基本的なことなんですけど、

太陽光発電のところでポテンシャルの高い地域と

おっしゃってたんで、イメージができなくて、具体

的に教えてください。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） ポテンシャルが高い

というのが、例えば山あい、谷になってて日当たり

が悪いところだとかというのは、当然ですが、ポテ

ンシャルは低くなります。日当たりのいいところっ

ていうのは、大体人が住んでたり、建物がたくさん

建ってたりするんで、そうなると、その大規模なも

のっていうのはできなくなったりっていうような

ことがあるんで、それを今の現状、豊岡市の地形で

すとか、生活圏みたいなものを考慮しながらという

ことになりますんで、今言った、単純に言えば、谷

あいっていうのは、朝も夜もなかなか日が当たらな

いっていうようなことになるんで、そういったとこ

ろはちょっと外しましょうねということになるん

じゃないかというふうに考えてます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 今建っているような場所のイ

メージっていうことですね、現在、今あるような空

港のほうとか、ああいう日当たりがよくて建物が建

ってなくてとか、そういうところになるっていうこ

とですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） そういったところに

ついてはもう既に活用してる部分でございますの

で、だから、横にある駐車場を潰してっていうよう

なことにはきっとならないでしょうし、その辺りは

ちょっと今回そういった業務を、予算がつきました

ら業務として向かっていきますので、そういったと

ころを進めていくということになります。決して今

建ってるとか、発電所を持ってるとかそういうこと

じゃなくて、そうじゃないところでもポテンシャル

の高いところがあるというふうに考えてます。以上

です。 
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○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。 

○分科会長（田中藤一郎） それでは質疑を打ち切り

ます。 

 次に、健康福祉部お願いします。 

 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） それでは、健康福祉

部の令和４年度予算案につきましてご説明させて

いただきます。 

 まず、私のほうからは、社会福祉課分ということ

で１５３ページをご覧いただきたいと思います。１

５３ページ、下の説明欄、人件費、委員報酬でござ

います。来年度、民生委員・児童委員、こちらが３

年に一度の一斉改選の年に当たっているというこ

とで、１２月の委嘱に向けまして、推薦会委員１４

名で推薦会を３回開催したいというふうに考えて

おります。このうち民間委員１２名の委員報酬とし

て計上させていただいております。 

 また、それに伴いまして、１５７ページになりま

すが、説明欄、上から３つ目の事業になりますが、

民生委員・児童委員活動事業費でございますが、新

しく１２月から委員になられます皆さんを対象と

いたしまして、委嘱状の伝達式並びに研修会等の開

催経費、計上させていただいております。 

 また、同じ枠内の最後になりますが、民生・児童

協力委員活動事業費、こちらのほうにつきましては、

民生委員の改選に伴いまして、新しく協力委員にな

られます方々へ事務用消耗品でありますとか、活動

の際のボランティア保険料、こちらのほうを計上さ

せていただいております。 

 続きまして、１５９ページをご覧いただきたいと

思います。説明欄、２枠目、こちらの３つある事業

の最後の事業、北但広域療育センター管理費になり

ます。こちらのほう、修繕料４３万９，０００円を

計上させていただいております。誘導灯の更新を行

うものでございます。同施設につきましては、北但

１市２町で運営いたしておりますことから、経費に

つきましては、香美町、新温泉町からも負担をいた

だくことといたしております。 

 同じく説明欄３つ目の２つ目の事業、ひきこもり

対策事業費でございます。こちら６５２万３，００

０円、業務委託料として計上させていただいており

ます。これまでから市内の関係機関の皆さんにご協

力をいただき、また、連携を図りながら、ひきこも

り対策に取り組んでまいりました。 

 また、コウノトリ豊岡・いのちのネットワークの

ドーナツの会さんが運営されておられます居場所

への運営費補助も行ってまいってきたところでご

ざいますが、居場所に来られた方々に対しまして相

談に対応いたしましたり、また、居場所へ来ること

ができない方、こちらのほうへのアウトリーチ、訪

問活動を充実させるために来年度から委託事業と

して実施することといたしております。委託料の２

分の１国庫補助金を予定いたしております。 

 続きまして、１６５ページになります。説明欄の

２つ目の枠になりますが、一番上に立野庁舎管理費

でございます。こちら修繕料１６５万８，０００円

計上いたしておりますが、立野庁舎内の高年介護課

の執務室のエアコンの室内機が不具合が生じてる

ということで１３１万円、また、今年度から自家発

電機の負荷点検が法定点検になったことに伴いま

して、指摘を受けました自家発電機の冷却水の交換

等に２４万８，０００円を計上させていただいてお

ります。 

 また、同じページの次の事業の豊岡健康福祉セン

ター管理費でございます。こちらのほうも修繕費で

ございますが、同じく自家発電機の冷却水交換に係

る修繕料として２４万円を通常の健康福祉センタ

ー等の修繕料５０万円と合わせまして７４万円と

して計上させていただいております。 

 続きまして、１６７ページをご覧ください。こち

らのほう、一番上の事業になりますが、城崎健康福

祉センター管理費になります。こちらのほうにつき

ましても修繕料、自家発電機の冷却水とバッテリー

の交換に係る修繕料５１万５，０００円を計上させ

ていただいております。続きまして、その次の事業、

竹野健康福祉センター管理費になります。こちらの

修繕料につきましては、エレベーターの主ロープの
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取替え等に係る修繕料といたしまして１１５万円

を計上させていただいております。 

 続きまして、日高健康福祉センターの管理費でご

ざいます。こちらにつきましても修繕料といたしま

して、排煙窓や地下タンクの液面計の更新に係る修

繕料として７７万円計上させていただいておりま

す。 

 続きまして、日高東部福祉センター管理費が同じ

ところにございますが、こちらのほうも修繕料とい

たしまして、プールの非常口やろ過循環ポンプ、暖

房等に用います循環ポンプの修繕料といたしまし

て１８０万円、そして、非常用放送設備が不具合が

生じておりますので、こちらの調査手数料として１

２万１，０００円を計上させていただいております。 

 続きまして、１６９ページをご覧ください。１６

９ページで但東健康福祉センター管理費、こちらの

修繕料でございますが、こちらにつきましても自家

発電機のバッテリー交換やキュービクルコンデン

サー取替えなどの修繕料といたしまして９９万円

を計上させていただいております。 

 次に、１７１ページをご覧いただきたいと思いま

す。説明欄１枠目の下から５行目になります。障害

者基幹相談支援事業費でございます。こちらにつき

ましては、これまで豊岡市社会福祉協議会に対しま

して基幹相談支援業務と虐待防止センター業務、そ

して、一般相談業務ということで併せて委託をいた

しておりましたが、来年度から障害者基幹相談支援

業務並びに虐待防止センター業務につきまして、市

のほうで直接直営で行うということで、職員の研修

事項等に係る旅費でありますとか、専門職員の派遣

に係ります委託料を計上させていただいておりま

す。 

 また、従来、市の社協など３事業所に一般相談を

委託して実施しておりましたが、業務量の増加等に

伴いまして新規の相談対応が難しくなっていると

いうこともございましたので、新たに２事業所へ一

般相談支援業務を委託するということで委託料を

計上させていただいております。来年度から５事業

所で一般相談を受けれるようにしていきたいとい

うふうに考えております。 

 この事業につきましては、国県４分の３というの

が補助基準額と補助率となっておりますが、現在実

態が国県合わせて約２分の１の補助金ということ

になっておりますので、２分の１を歳入として計上

をさせていただいております。 

 同じページでございます。説明欄の２枠目の３つ

目の事業、生活困窮者自立支援金給付事業費でござ

います。こちらにつきましては、現在も実施させて

いただいておりますが、社会福祉協議会が実施して

おります総合支援資金の特例貸付けを借り切った

ことなどにより、それ以上貸付けが受けられない方

に対しまして３か月プラス最大３か月の間、合わせ

て６か月、最大で６か月になりますが、現金を給付

する事業ということになっております。こちらの事

業につきまして年度内で完了する予定といたして

おりましたが、申請期限が今年３月末までに延長に

なりまして６月末まで、４、５、６と３か月給付期

間も延びたということで３か月分、３５８万円を計

上させていただいております。これにつきましては、

国庫補助金１０分の１０でございます。 

 また、この補正予算計上後の３月になりますが、

国からさらに申請期限を６月末までとすることと

通知がございましたので、今後の利用状況を見なが

ら、６月補正ということもなってくるかもいたしま

せんので、あらかじめご承知おきいただければなと

いうふうに考えております。 

 同じところの４つ目の事業になりますが、一時生

活支援事業です。これにつきましては、住居のない

生活困窮者の方が生活保護の受給を前提とせずに

衣食住を緊急的に確保しまして、今後の住居確保や

仕事探しなど、生活再建に向けて取り組んでいただ

くということで、民間事業者へ委託して実施してい

きたいというふうに考えております。委託料１０５

万円を計上させていただいております。こちらにつ

きましては、国庫補助金が３分の２というふうにな

っております。 

 続きまして、１８１ページをご覧いただきたいと

思います。上から２つ目の事業の子どもの貧困対策
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推進事業費になります。こちらのほう報償金や費用

弁償につきましては、課題を有する子供の早期発見

支援をするということで気づきシートを導入をい

たしておりますが、既に導入しております保育園、

幼稚園等現場の職員を対象とした研修会と新しく

小・中学校等へ導入するということも予定いたして

おりますので、そちらの教職員を対象にいたしまし

た研修会ということで、合わせて２回研修を開催で

きたらということで予算を計上いたしております。

こちらの気づきの視点や対象者へのアプローチ方

法等を学ぶ研修会開催に係る講師謝礼と講師の費

用弁償でございます。 

 また、通信運搬費等も計上させていただいており

ます。これにつきましては、ひとり親家庭の親子が

市主催等の文化芸術に無料で鑑賞参加できる事業

に対しまして、どのようなものがあるのかというこ

とで年２回程度、対象世帯のほうにパンフレット等

や案内チラシを送付いたしますし、また、実際に鑑

賞したいという申込みがありましたら、チケット等

を送付する際の郵便料でございます。 

 また、業務委託料といたしまして、非正規雇用者

就労支援業務ということで、今年度、一昨年度に引

き続きまして、ひとり親、非正規雇用者に対する重

点的支援としてステップアップセミナーや個別支

援相談会の企画、運営に係る全体コーディネート料

して１６８万１，０００円を計上させていただいて

おります。また、補助金といたしまして、子ども食

堂の開設事業費並びに子ども食堂の運営事業費と

いうことで、それぞれ合わせまして７５万円計上さ

せていただいております。 

 次に、１８３ページをご覧いただきたいと思いま

す。説明欄一番上の生活困窮世帯等子どもの学習支

援事業費でございます。生活の困窮によりまして、

学力や自立して生きていく力を身につけていくこ

とが阻害されないように、学習や学習環境改善の支

援を行いまして、貧困の連鎖を断つことを目指し、

生活保護世帯等の小・中学生を対象に個別に学習支

援やその前段といたしまして学習環境を整える支

援などを行っていきたいというふうに考えており

ます。事業費といたしまして、生活学習支援コーデ

ィネーターへの報償金など２０１万円を計上して

おります。国庫補助金として２分の１、歳入を受け

る予定といたしております。 

 続きまして、歳入でございますが、先ほど、歳出

と併せまして、事業ごとに国庫補助率を説明させて

いただいたもの以外につきましては、例年同様の国

庫補助等の収入となっておりますので、説明のほう

は省略させていただきたいというふうに思います。

社会福祉課からは以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○高年介護課参事（和田 征之） 高年介護課分につ

きましてご説明を申し上げます。令和４年度につき

ましては、豊岡市老人福祉計画・第８期介護保険事

業計画期間の来年度２年目になります。継続事業で

昨年度と比較して金額に大きな増減等がある主な

事業についてご説明申し上げます。 

 歳出です。１７３ページをお願いします。説明欄

の下の枠、老人クラブ活動事業費２，１５１万５，

０００円でございます。老人クラブ連合会や行政区

単位などで構成されている単位老人クラブ活動へ

の補助金でございます。このうち単位老人クラブへ

の補助につきましては、当初県の行財政運営方針の

見直しにおいて減額対象であったことにより、本市

の予算ではその減額分について市が補填する形と

しております。その後、県の行財政運営方針の最終

案で見直しについては、令和５年度からにすること

とされまして変更されたため、今後補正予算におい

て県の補助金に財源更正させていただく予定とし

ております。 

 １７５ページをお願いします。説明欄の上の枠、

下から１６行目、住宅改造費助成事業費５８３万円

でございます。これは高齢者や障害者等が自宅の改

造に係る費用につきまして、国や県、市が助成する

もので、一般型と特別型の２つの補助がございます。

このうち６５歳以上の方が属する世帯に対しまし

て補助する一般型につきましては、県の行財政運営

方針により事業が廃止されることになりました。前

年度比較で事業費で４４５万５，０００円の減額と
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しております。 

 同じページの一番下の枠、長寿園管理費６７６万

円でございます。長寿園は、昨年、給湯ボイラーが

故障し、現在浴室の使用を休止しております。来年

度から浴室を廃止する予定としているため、指定管

理料のうちガス代、上下水道代などにつきまして７

０万円の減額をしております。 

 １７７ページをお願いします。上から２つ目の枠、

民間老人福祉施設助成事業費７，０８４万円です。

介護保険事業計画に基づいて小規模多機能型居宅

介護事業所の施設整備に伴う補助金３，３６０万円、

また、新型コロナウイルス感染症対策として、介護

事業所６事業所への簡易陰圧装置の設置とゾーニ

ング環境等の整備費３，７１４万円、合わせて７，

０８４万円の補助金を計上させていただいており

ます。なお、これらにつきましては全て１００％の

県補助となっております。 

 次に、歳入をお願いします。４７ページをお願い

します。説明欄２つ目の枠、老人クラブ活動費補助

金活動強化推進事業３５７万４，０００円です。こ

れは、先ほど歳出で説明しましたとおり、当初の行

財政運営方針案に合わせた額としており、今後増額

させていただく予定でございます。続きまして、そ

の下、人生いきいき住宅助成事業費補助金２９１万

５，０００円です。これも先ほど歳出のほうでご説

明しましたとおり、県の見直しにより特別型のみを

計上しております。その２つ下、地域介護拠点整備

費補助金７，０８４万４，０００円です。これも先

ほど歳出でご説明させていただきましたとおり、民

間の介護事業者の施設整備の補助でございます。歳

出の事業費と同額でございます。高年介護課からの

説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、健康増進

課の歳出のうち、新規の事業や主なものについて説

明したいと思います。 

 まず最初に、１５７ページをお願いします。上の

枠です。その下から４つ目になりますけども、国民

健康保険事業特別会計（直診勘定）繰出金です。こ

れについては、資母診療所への一般会計からの繰り

出しになります。 

 次に、１７５ページをお願いします。最初の枠の

下から２つ目です。玄さん元気教室の奨励金という

ことで、これについては玄さんの奨励金２１０団体

分を予算計上しております。 

 次に、１９３ページをお願いします。真ん中より

少し下になりますけども、業務委託料で健康管理シ

ステム改修業務とあります。これの委託料ですけど

も、マイナンバー関連のデータに新型コロナワクチ

ン接種に関する項目が追加されますので、それに対

応するための改修です。それと、このシステムが使

用していますインターネットエクスプローラーの

サポートが２０２２年６月１５日に終了いたしま

すので、その対応として、マイクロソフトエッジに

変更するための改修費用ということで１６９万４，

０００円を含んだものになっております。 

 次に、このページの一番下から３つ目になります。

劣化診断調査・民活手法調査業務です。これについ

ては、ウェルストーク豊岡が２０２４年度で事業の

期間が満了いたしますので、次の事業を検討するた

め、今の施設や設備の劣化診断、それから、どのよ

うな事業方式を採用するかという検討資料を作る

ための調査ということになっております。 

 次に、１９５ページをお願いします。一番上の枠、

上から４つ目になりますが、健康行動計画策定事業

費、これについては、第２次豊岡市健康行動計画の

中間評価を行うため、策定委員会の開催と行動計画

書の見直しの作成を行うためのものです。 

 次に、１９７ページをお願いします。下から９つ

目になります。産婦健康診査業務ですが、産後の心

身の回復状況の確認や産後うつ病を早期に発見す

るためのもので、豊岡病院や八鹿病院などに業務委

託して実施するものです。 

 なお、豊岡市と業務委託できない病院の場合は個

人への償還払いで対応することとしております。 

 次に、１９９ページをお願いします。下の枠の上

から５つ目になります予防接種事業費ですが、昭和

３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの
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男性に対する風疹対策として実施している抗体検

査と予防接種について、本来なら今年度で終了する

予定でしたけども、２０２４年度まで延長されまし

たので、その予算も含んだもので計上しております。

それも含めて定期の予防接種の事業となっており

ます。 

 次に、２０３ページをお願いします。一番下の枠

の一番上です。公立豊岡病院組合負担金ということ

で、これについては周産期医療センター、それから

ドクターカー、それから豊岡病院組合への分賦金と

いうことで負担金として計上しております。 

 次に、２０５ページをお願いします。上の枠の２

つ目になります。それの一番下ですが、診療所事業

特別会計繰出金ということで、診療所への繰出金に

なります。 

 次に、歳入です。３９ページをお願いします。上

から３つ目の枠の上から５つ目に妊娠・出産包括支

援事業費補助金とありますが、これに先ほど説明し

た産婦健康診査業務に対する国からの補助金も含

んでおります。そこから６つ下の緊急風疹抗体検査

等事業費補助金が延長された風疹対策に対する国

からの補助金になります。 

 ４１ページをお願いします。下から３つ目の枠、

地方創生推進交付金ですが、健康増進課の事業分と

して１４９万８，０００円が充当されております。 

 次に５５ページをお願いします。上の枠の２つ目

の枠です。ひょうご地域創生交付金ですが、健康増

進課の事業分として２７０万円が充当されていま

す。 

 次に、６１ページをお願いします。真ん中の枠の

下から４つ目です。地域振興基金繰入金ですが、健

康増進課の事業分として３，８００万円が充当され

ています。健康福祉部の説明は以上になります。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと時間も過ぎてお

りますので、質問に入る前にちょっと休憩を取りた

いと思います。２時２０分まで暫時休憩したいと思

います。 

午後２時１１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時１８分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開します。 

 それでは、説明は終わりましたので、質疑はあり

ませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 簡潔にと言われてちょっとよ

く、できるか分からないですけど、ちょっと説明を

ちゃんと逐一把握してるかどうか自信がないんだ

けど、１７９ページのところで、何か虐待だとかそ

ういう案件について、前は県のどっかの施設でやっ

てたのを市のほうがせんなんとかいうような話が

あったかに思うんですが、そこら辺もう一回ちょっ

と説明を。（「基幹とかの」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） 障害者の基幹相談支

援業務でしょうか。こちらにつきましては、従来豊

岡市社会福祉協議会のほうで障害者基幹相談支援

業務ということで、障害者サービスを行う事業者等

への支援を行ったり、また、虐待防止センターとい

うことで虐待の関係の対処に当たったり、そして、

一般相談ということで障害をお持ちの方、家族の方

がサービスにつながらない相談などをするような

業務、この３つを委託して実施しておりましたけれ

ども、来年度から豊岡市のほうで障害者基幹相談支

援センター業務と虐待防止センター業務、この２点

につきまして直営でやらせていただくということ

で予算で計上させていただいております。 

 そのために職員の研修旅費、また、並びに職員だ

けでは足らない専門的な見地を持ったスタッフを

委託で雇い上げまして事業所への支援に当たると

いうようなことを予算上では検討させていただい

ております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。社協さ

んもいろんな業務を担っておられて、それを市が今

度はやるということで、そのことについてはいいこ

とだと思いますので、そこにまた研修等において費

用がかかると思いますけども、よろしくお願いした
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いと思います。 

 それと、もう１点、１７３ページかな、長寿園の

お風呂の廃止のことで本会議のほうでも説明があ

ったと思うんですけれども、この長寿園のお風呂に

ついてはたしか何か利用客が今のところ何人だっ

たかな、ちょっと少なくなったので、ボイラーの修

理とかにたくさんかかるのでこの際廃止してって

いうことでありましたけれども、これは今あそこは

長寿園のちょっと、ほかのデイサービスに行くよう

なところにまでなっていらっしゃらない方が行っ

ていらっしゃるんだと思うんですけども、今、長寿

園には大体どの地域ぐらいの方が行っとられて、ま

た、ここではお風呂、少なくなったと何人やったか

ちょっと忘れたんですけども、そこら辺のところで

お風呂はもうそこでなくてもいいような状況なの

かどうか、その２点お願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 使用されている方

の地域につきましては、申し訳ございません、ちょ

っと今手元にございませんけども、イメージとして

は豊岡地域の方が多いように思っております。利用

状況につきましては、１日１０人程度をコロナ禍前

までは使用していただいておりました。先ほども申

しましたけども、ボイラーの休止により、昨年から

休止しております。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。じゃあ、

昨年からボイラーが壊れてるからお風呂が利用さ

れてなかったということでよろしいでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 令和３年の１月にボ

イラーが故障しました。それでもう休止をしており

ます。その分に関しまして、ずっと今までも休止を

しておりますし、その当時、最初の頃は何回か問合

せがありましたが、今は全然問合せはないという状

態でありますので廃止を、また、休止をしておる中

で廃止をしておっても当然経費としてはかかって

きます。年間７０万円程度かかってきますので、そ

こら辺で相談をした結果、廃止をするということに

なりました。説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 基幹相談の件なんですけれど

も、歴代担当者の方がすごく奮闘されてご苦労され

てたと思っております。先ほど、市の職員さんだけ

では足りないとおっしゃってたのは、保健師さんが

されるんだけれども、保健師さんは自然科学系の資

格なので、ソーシャルワーカーさん系の方をどなた

か委託、何かそういう意味合いですかね、具体的に

は。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） 今、義本委員ご指摘

いただきましたとおり、基幹相談支援センターの主

担当といたしましては、市のほうでは保健師２名の

体制で考えております。その中で保健師では至らな

い部分につきまして、民間事業所におられますエキ

スパートの方がおられますので、そういった方を適

宜派遣させていただけたらなということで考えて

おります。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 福祉にも全くたどり着いてな

い大変な方が結構毎回あそこには迷い込んですご

くご苦労されてるかと思いますので、大変でしょう

が、よろしくお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 福田委員、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 説明とは全く関係ないんです

けども、それでも現在進行中ですが、コロナの関係

で補正予算にも上げておられましたわね。県の事業

ですから、事務事業でしょうから、子供がコロナに

なりました、濃厚接触だから、家の中みんな、例え

ば５人さんでしたら、みんな濃厚接触者ということ

で出られません。後から聞くと、例えば保険に入っ

てて保険が出ますよと、例えば１０日間じっとして

たら。結局ＰＣＲ検査どうでしょうとか、何とかど

うでしょうというてもほとんど取り合ってもらえ
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ない、県の福祉事務所ですか。サービスが悪いねと、

話をして聞いておったんですけど、そんなもんです

か、まだ。ちょっと市の気持ちはどうですか、そん

なもんですか。 

○分科会長（田中藤一郎） はい。 

○健康増進課長（宮本 和幸） そこですね、そんな

もんですかと言われると、県のほうで多分最大限で、

限られた人数で対応されてますので、今は陽性者が

多いのでそういうことになってるのかもしれない

としかちょっと、はい、こちらのほうでは言えない

です。申し訳ないです。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ちょっと薄情げだなという感

じがして、扱いとして。ＰＣＲ検査どうしたらいい

でしょう、うん、そんなもん無理ですよ。抗原検査、

ううんちゃなもんでね、非常に軽くあしらわれてる

ようで、その人にとっては大変、家族が多かったら

大変な状況ですけども、子供さんは検査をして陽性

だと、家族が一緒ですから、駄目ということですけ

れども、非常に薄情な扱いと、もう一つは、今の補

正予算にもありましたけど、食料を運んでいくとか、

例えば知った人であれば、何か買物があったら買っ

てきてあげるよという話をするんだけども、市のほ

うの体制はその辺はきちっとできてるのかな。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○健康増進課参事（三上 尚美） 福田委員おっしゃ

ってた、市の体制といったものに関して、どういう

ふうにご回答させていただいたらよろしいのかと

いうところはあるんですが……。 

○委員（福田 嗣久） 話せる範囲でいいけど。 

○健康増進課参事（三上 尚美） 一般質問を頂戴し

たときに部長もご回答申し上げたと思いますが、把

握のルートとしましては、保健所のほうが感染者の

方に健康観察をする際に、県の支援を受けられるパ

ターンと、それから、ご近隣で親族がなくって支援

が受けられないとおっしゃった方には、市のほうに

紹介があります。紹介があった方に関しては、また

改めて私どものほうからご家庭に連絡をして、詳し

い家庭状況だったり、それから、どういった支援が

必要かということを私どもとしては丁寧に聞き取

りまして、支援をできるだけ次の日には入れさせて

いただくというような体制にはなっております。 

 ただ、保健所のほうが、聞き取る際にどういった

聞き取りをされているのかということに関しては

ちょっと分かりかねますし、一般質問で部長が申し

上げましたとおり、市としては、濃厚接触者の方へ

の対応が主にはなってきますので、その辺りちょっ

と把握しかねている、感染者に対して把握しかねて

る部分はあると思われます。 

○分科会長（田中藤一郎） はい。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ちょっと補足で。体

制ということです。 

 一時期お弁当の配食をしてたときには、陽性者が

かなり出たので、もう業者のほうがちょっと手が回

らないということでして、それ以降、こちらのほう

も考えて、今の配食の弁当を配る家庭、例えば高齢

者や子供がいる世帯とか、あとの世帯は、レトルト

を配るというふうな体制に整えまして、今は多分回

ってるんだと思ってます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりましたけども、県も市

もいざとなったら冷たいやろういうて話しとった

んだけどな、まあまあそれは余分なことですけど、

これからどうなるか分かりませんけども、しっかり

と対応できるように努めていただきたいし、何とな

くこういう冷たい感じがしたんで、今説明はなかっ

たんだけども聞かせていただきました。 

○分科会長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 県も市も冷たいなと

いう話がありました。実は市は、この生活支援につ

いては、もう早い段階から、県下でも２番目ぐらい

に生活支援をし始めました。昨年の２月からです。

という意味では、豊岡市としては、本当に感染した

方々のことを考えて早くできるところから支援を

させていただいたというふうに考えておりますの

で、その点ご理解いただけたらなと思います。以上

です。 

○委員（福田 嗣久） 理解させていただきました。 
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○分科会長（田中藤一郎） 誤解のないように。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それともう一つ、さっき冒頭

言いました、保険対応がかわいそうだねと思って。

濃厚接触と結局判定された人との差が出るんで、か

わいそうかなと思って聞いてたんですけど、保険出

ますよという話と、何も証拠がないから出ませんよ

という話では同列になるんだよね。ちょっとその辺

を聞いたところ、ちょっと濃厚接触はもう陽性者と

みなすということがあって、それからすると、ちょ

っと不本意そうだねと。弁当もらわんでも米がある

からいいけどな。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） それと、これは説明のあった

とこで、ひきこもり対策が部長とよう話をしておっ

て、増額増額になってきてるんですけど、去年と比

べたらどんだけ増額になってる、決算が間近ですけ

ど。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） こちらにつきまして

は、去年までにつきましては、居場所の支援という

ことで１２０万円補助金を交付いたしておりまし

たので、こちらを引いた部分が増額というふうに考

えていただいたら結構かなというふうに考えてお

ります。以上です。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。増額で

非常に結構なんですけれども、具体的に成果が上が

ってきてるんかなと思いながら、今後上がっていく

んかなということと、もう一つは、推計でしょうけ

ども、ひきこもりの人が何人あるのか。以前の記憶

は４００人とかいうようなものが入ってるんだけ

ど、そんなもんですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） 正確な人数というの

は把握しておりませんが、国のほうで出現率という

ことで使っておりまして、その数値を豊岡市の人口

に当てはめますと、約６５０人ということです。ま

た、併せてお答えさせていただきますが、そのうち

１００名程度の方はいずれかの機関とつながって

いるんじゃないかなというふうに考えております

が、まだまだ多くの方が家に引き籠もってる状態か

なと思いますので、居場所でありますとか、家庭訪

問等を通じて社会参加に向けて取り組んでいけた

らというふうに考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 全国の推計からいって、豊岡

市の人口規模でこれぐらいというのが６５０人、あ

あ、なるほど。そのうちの１００人ぐらいがつなが

ってるだろうということですね。そうすると、５５

０人はつながってないということになるわな。 

 それで、大変気になる分野なんですけれども、よ

く原田部長とも話をしたりした経験はあるんです

けども、どうなんですか、障害者雇用っちゅうのが

ありましょうが。一遍厚労省はごまかしておったけ

ども、豊岡市はもう２．５ぐらいいってるんですか

いな。これ、まあ総務課の関係だけどね。 

○分科会長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 今、官公庁のほうの

障害者雇用っていうのが２．６かな、あるいは年々

段階的に上がって、２．６ぐらいになってると思う

んですけども、恐らくですけれども、ちょっと人事

課のほうに問い合わせしないと分かりませんが、恐

らく達成はしてると思います。 

○委員（福田 嗣久） でしょうね。 

○健康福祉部長（原田 政彦） はい。達成してない

という言葉は聞いてないので、達成してると思いま

す。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで、達成してると私も思

ってますけれども、当然身体障害、１、２、３、４、

５、６、７、非常に分かりやすいわね。それから、

知的障害は何級に分かれてるんだろうな、３つか４

つ分かれてるんでしょうね。それから精神障害。達

成はしてるんだろうけど、健康福祉の関係で分かる

んはどうなんです、身体障害が主ですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 身体障害者雇用が主

だというふうに思います。 
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○委員（福田 嗣久） ７、８割、もっと上。 

○健康福祉部長（原田 政彦） ７割、８割。 

○委員（福田 嗣久） ですか。 

○健康福祉部長（原田 政彦） あと、そうですね、

精神障害の方、知的障害がいらっしゃると思うんで

すけれども。 

○委員（福田 嗣久） でしょうね。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 精神障害の方はちょ

っと分からないです。ただ、健康福祉部社会福祉課

のほうでは、そういった障害者雇用をどんどんと加

速していこうということで、本来法律上の障害者雇

用のカウントにはなりませんけれども、それ以外の

部分で身体ではない障害者雇用をしております。 

○委員（福田 嗣久） うん、うん、なるほどね。 

○健康福祉部長（原田 政彦） はい、今後もそうい

った障害者雇用、法律上ではカウントされませんけ

ども、そういう障害者雇用は進めていきたいなと思

ってます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。なぜ聞くかと

いうと、このひきこもり支援というのは大変重要だ

と思うし、６５０人の人の１００人でも社会に出て

いただくっちゅうのは、お互いにね、社会もいいし、

その人たちもいいしということになるんで、増額し

ていただいた環境の中でできるだけこうする、持ち

上げていく、引っ張って、これが大変必要だろうな

と思っておるんです。それで、今までも長い年月が

たってるんで効果が上がってるのかということと、

これから１２０万円が６５２万円か、上がっていき

ますんで、その効果がどういうふうに現れるか期待

してるんですけれども、その辺のトレンドとしてど

んなふうに捉えますか、そのひきこもりの人に支援

をして社会に出ていくというかっこうが１人でも

２人でも５人でもつくれるということが。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） 委員ご指摘いただい

ておりますとおり、ひきこもりの方がご自宅におら

れるんではなくて、地域に出たり、また、社会、仕

事を持つというのは非常に地域にとっても社会に

とってもいいことですので、そういうふうに実績と

してつながる形で報告をできたらなと思いますが、

本当にひきこもりの方がアプローチするまでの期

間が長くなればなるほど、また家から出てこられる

まで長くかかってきますので、アウトリーチという

ことで、今回家庭の訪問などにも力を入れています

ので、そのような形で社会参加される方々がたくさ

ん出ていきますように努めていきたいというふう

に思っております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もう一つだけ、こうして増額

されて、ドーナツの会さんあたりも強化していくと

いう方向ですから、それは理解させていただいてお

りますんですけども、これも部長とよう話したこと

もあるんだけど、一般の市民との接点、企業との接

点、その辺のつくり方が大変重要だと私は見てるん

です。この接点がなくて、その組織の中だけという

のは、どうしても力が弱くなってしまうんで、その

接点のつくり方は、これはこういう会だけじゃなく

て、市役所のほうも一緒になって接点のつくり方を

より強化するということが実効性が上がっていく

ことにつながると私は見てるんで、その辺りのこと

も配慮、僕が正しいことを言うてるということであ

れば、配慮していただきたいなと思いますけども、

いかがですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） 委員ご指摘のとおり

でございまして、ドーナツの会さんが一応表に出る

ことが非常に多いですが、ひきこもりにつきまして

は、ドーナツの会さんだけが取り組まれてることで

はなくて、市内でも１０事業所等がいろいろな自分

の得意な分野で関わっていただいておりますので、

そういった皆様とスクラムを組みながら適切な機

関につなぎながら、仕事をされたい方には仕事をつ

なぐ、また、社会に出ていきたい方には居場所につ

なぐというような形で、その方に合わせて、慌てず

に無理をせずに協力機関全部で連携をしながら、ひ

きこもり対策に当たっていきたいというふうには

考えております。以上です。 
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○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました、ぜひお願いし

たいのと、これは大変難しいなと思って考えるんで

すけれども、さっき聞きました身体障害の、障害者

雇用は身体障害の場合ははっきりするから接点が

持ちやすい。知的障害あるいは精神障害、非常に難

しいと思うんだけれども、結局障害がありますとい

う認定は、これはまあ県でしょうけれども、それを

誰も受けとらんかどうか知りませんけれども、その

認定をしてもらってそれを理解した上で企業が雇

用するとかいうこの格好ですが、それがどこまで進

んでるんかなと思ったりするんですけども、これは

どうですか。 

○分科会長（田中藤一郎） これは豊岡で。 

○委員（福田 嗣久） もちろん豊岡で。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） こちらの障害者雇用

につきましては、詳細までにつきましては十分理解

はいたしておりませんけれども、市内のほうの事業

所におかれましても、やはり社会的責務の一つとい

うことで、大きな事業所におかれましては、積極的

に取り組んでいただいておりまして、逆に軽度の障

害の方につきましては、表現は悪いですけど、取り

合いというか、結構特別支援学校のほうにも卒業前

からアプローチとかがあってということで、十分な

理解ではございませんが、聞いておるところでござ

います。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） よろしい、また勉強させてい

ただきます。 

○分科会長（田中藤一郎） 岡本副委員長。 

○委員（岡本 昭治） すみません、１９３ページの

業務委託料、ウェルストークへの劣化診断調査・民

活手法調査業務っていうのが上がってるんですけ

ども、ちょっと説明があったのか分かりませんけど、

これに対して国の補助、どういう事業に使われてさ

れているのか、１００％市なのか、ちょっとお願い

いたします。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） この業務委託に関し

ては、今のところは一般財源を活用するということ

にしております。 

○分科会長（田中藤一郎） 岡本副委員長、よろしい

ですか。 

○委員（岡本 昭治） はい、結構です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかは。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 生活困窮世帯等子どもの学習

支援ということで非常にいい事業だと思います。や

っぱり非認知能力だけじゃなくって、学習面をしっ

かり支えていくというのは大変大事なことなので、

実際にこの生活保護受給世帯等に属する小・中学生

は全体では何人ぐらい。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） 今回新年度を迎える

生活保護世帯の小・中学生ということで今予定いた

しておりますが、６世帯９人ということで今は把握

しておるところでございます。このうち５人程度の

お子さんのところに支援の手が差し伸べれたらな

というふうなことは考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 今非常に厳しいところが６世

帯９人だと思うんですけど、もう少し幅を広げて、

たくさんの方がそういう状況に陥ってると思うの

で、非常に厳しいところだけじゃなくって、もう少

し広げる方法を、今年１年とにかくトライをしてみ

て考えていただいて、より大きな支援につなげてた

くさんの方を救っていただきたいと思います。それ

をお願いしたいと思います。 

 それと、老人クラブの件で少しさっき話をさせて

もらったんですが、県のほうは来年度から補助金の

削減をするということで、市としては、もしそうい

う状況があったら補填をするということで考えて

いらっしゃるんですが、それは市としては非常に大

事なものなので削減できないというスタンスだと

思うんです。 

 これ兵庫県の市長会も非常にこれは県に対して

反発をしていらっしゃって、ぜひそのまま維持すべ



 44

きだということを言っていらっしゃると思うんで

すが、来年の予算編成までに、市としても、豊岡市

としても、これは補助金をそのまま維持してほしい

ということでしっかりと動くべきだと思うんです。

それはどのように今考えていらっしゃいますか。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 県のほうの運営方

針につきましては、市町関係団体等との協議、説明

に要する時間等を考慮し、令和５年度から見直しを

めどに検討すると。見直しに際しては、市町関係団

体等との丁寧な合意形成を図るというふうなこと

をおっしゃっております。 

 市としましても、来年度につきましては、先ほど

委員説明していただきましたとおり、一般財源でそ

の分を補填するということで考えておりました。急

遽２月に最終案が出てきましたときには、先ほど申

しましたとおり令和５年からというようなところ

になっていました。 

 令和５年度につきましては、ちょっと今のところ

何とも私どもは言い難いところではあるんですけ

ども、いろいろな関係団体とも話をさせていただい

て進めていけたらと、そんなふうに思っております。

以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） ぜひ、市としては必要だとい

うものであれば、こういうものっていうのは、やっ

ぱり上部機関がしっかり持つべきもので、市が、減

らしたからってそれを補填するなんておかしい話

だから、そこはぜひ市としても厳しいというか、強

く強くそれを求めていっていただきたいと思いま

す。議会としても応援したいなと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それから、私、一般質問でも申し上げたんですが、

発達障害児のところ、やっぱりキャパが足らないと

いうことなので、これはちょっと要望なんですけど

も、改めてその辺をしっかりと各援助団体とか支援

団体と話をしていただきたいですし、先ほど福田委

員からもありましたけど、障害者の方の就労支援み

たいなこともしっかりと取り組んでいただきたい、

これ２つはちょっとお願いしときます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎）  私からもその点はしっ

かりお願いします。 義本委員。 

○委員（義本みどり） ほかの委員さんからのことの

ちょっと追加なんですけど、学習支援事業、たしか

市長の説明の中でひとり親世帯のアンケートの中

にも希望が多かったので始めましたというところ

もあったんですけれども、それで、大変だと思うん

ですけど、ひとり親の方のご希望かなり多いですの

で、また拡充されることと幅が広がることもお願い

いたします。 

 それから、ひとり親世帯のアンケート、とても大

切なアンケートなんですが、集計の結果が出ました

ら、また私たちのほうにも、議員のほうにも何か報

告等はしていただけますでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○社会福祉課参事（大谷 賢司） 今、義本委員がお

っしゃったアンケートのほうですけれども、明日納

品されまして、クロス集計を行いまして、庁内で関

係各課と調整を行いましてから、資料提供を考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

 よろしいですか。 

 どうぞ。 

○委員（義本みどり） 先ほど基幹相談のほうに保健

師さんを２人と言われたんですが、保健師さんは県

からの仕事もたくさん下りてくる中、子供から精神

から障害から、すごく業務が多い中で、業務がすご

く大変になってちょっと心配だなと思ったんです

が、若い保健師さんもちらほら見かけるんですけれ

ども、大丈夫でしょうか。しんどくないかなと思っ

て、すごい大変だなと思って心配になりまして。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 保健師は、今は健康

増進課に集中して配属されておりますけども、実は

今回のこの障害者基幹相談の部分の市のほうに返

還される業務２つについては社会福祉課のほうで

担当するんです。そこにもう１人の保健師もいます

し、また、２人体制ですので、またもう１名につい
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ては本体のほうの健康増進課のほうから多分人事

異動というような形になると思います。その体制の

中でやっていきますので、保健師が保健業務と福祉

業務と２つ携わるわけではありませんので、そこは

ちゃんとすみ分けはできとるということでしてお

ります。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員、どうぞ。 

○委員（義本みどり） 多分それは誰なのかなと、顔

をもう想像しながら承知しておりますけれども、こ

れまで抱えてた業務もおありやしと思って、ちょっ

と心配になったので、すみません、老婆心から。 

○分科会長（田中藤一郎） しっかりとよろしくお願

いします。 

○委員（義本みどり） よろしくお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、１点だけ。ちょ

っとコロナ感染のことについて、結構国のほうもい

ろんなことで条件を緩和していくとか何かそんな

感じかなと思ったり、濃厚接触者の今、最終的な定

義についてはどのようになっているんでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 定義ですね。基本、

健康福祉事務所のほうでされるんですが、検査の結

果、陽性になられた、その方の聞き取りをして、家

族とか、多分当然濃厚接触者になるだろうし、それ

以外に例えば仕事上で今の感染対策等をすれば濃

厚接触者にはならないかなと思っております。なの

で、ケース・バイ・ケースっていう、健康福祉事務

所のほうがその状況に応じて判断をされるという

ことで考えております。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 陽性者になられた方と同じと

ころで仕事をしていらっしゃった方がお互いにマ

スクをしてたから全然一緒の仕事をしてたとして

も、濃厚接触者にならないというようなことを言わ

れたとおっしゃってたんですけども、そういう感じ

なんでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 先ほど申し上げまし

たけれども、家庭内で感染者が出ました。そしたら、

家庭の場合にはマスクをせずに当然会話しますし、

会食もするので、家族の場合には、基本は濃厚接触

者に該当します。ただ、職場の場合は、基本マスク

してますので、濃厚接触者には該当しないというふ

うに県の保健所のほうは、そういうふうな規定の中

で動いていらっしゃるというふうに認識しており

ます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） そしたら、接触者はどこまで

か、接触者にもならないというとこら辺はどこまで

なのか、その線引きがよく分からなくて、マスクを

してたら近くで業務をしていたとしても軽症者に

もならないし、何もなしということなんでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） その濃厚接触者の扱

いももう２年前からずっと変遷をたどっていくと

変わってきております。先ほど私が言いましたよう

に、事業所、会社の場合は、基本もうマスクしてお

りますので、マスクしている場合には濃厚接触者と

してみなさないと、あるいはみなしてないというよ

うな、そんな状況だと思います。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかないでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 ここで一旦、第３２号議案の審査を中断いたしま

す。 

 ここで分科会、暫時休憩します。 

午後２時５２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時５２分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） 休憩前に引き続き、委員会

を再開します。 

 まず、第３３号議案、令和４年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 
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 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、別冊令和４年

度豊岡市特別会計予算並びに予算説明書の３ペー

ジのほうをご覧ください。 

 第３３号議案、令和４年度豊岡市国民健康保険事

業特別会計（事業勘定）予算についてご説明をいた

します。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

８９億３，２２３万２，０００円とし、第２条では、

一時借入金の最高額を５億円と定めています。また、

第３条では、歳出予算を流用することができる範囲

を定めています。 

 内容につきましては、別冊資料の２０２２年度豊

岡市予算についてでご説明をいたします。 

 ２０ページ、２１ページをご覧ください。まず初

めに、本案事業、特別会計の当初予算につきまして

は、２０１８年度から始まりました県単位化により

ます県の共同保険者といたしまして、本市の国保税

の賦課総額並びに税率のほうは本市のほうで設定

をいたしますので、今回計上させていただいてます

のは骨格予算とさせていただいております。２０２

１年度中の課税所得及び２０２１年度の繰越金の

額が把握できる４月下旬に改めて精査をいたしま

して、国保運営協議会の答申を得た上で、６月定例

議会に税率改定等のための豊岡市国民健康保険税

条例の一部改正案と一緒に本格予算として補正予

算案をご提案申し上げたいというふうに考えてお

ります。 

 では、歳出予算総括表のほうから主なものをご説

明いたします。 

 まず、総務費は、一般職員１４人と会計年度任用

職員１名のそれに係る人件費及び事務運営に係り

ます事務経費として、１億３，７４２万４，０００

円のほうを計上いたしております。主な内容のほう

にも書いてありますが、一般管理費には、本年度か

ら予定されております未就学児の均等割５割軽減

に伴う基幹システムのほうの改修費、業務委託料の

ほうを加えています。この改修費用は全額県補助対

象となっております。 

 次の保険給付費は、県が令和３年度実績と過去２

年間の医療費の平均伸び率を乗算し、補正を加えた

上で本市分のほうを算出した内示額６１億９，２８

８万円を計上しています。前年度当初と比較しまし

て３億２，２７１万７，０００円の増と増額となっ

ています。この増額理由といたしましては、前年度

が被保険者の減少とコロナウイルス感染症拡大に

よります受診控え等を考慮いたしまして大幅に減

少いたしましたので、医療費が感染拡大前の状況に

戻ってきている状況から増額となっているもので

す。 

 次の国民健康保険事業費納付金につきましては、

医療給付費分、後期高齢者支援金等分、介護納付金

分を合算した額を県へ納付金として納めるもので、

県のほうからの内示額２４億４，１８８万９，００

０円を計上しています。前年度に比べてこちらのほ

うは１億５４４万８，０００円を減額しています。

医療給付費分の算定におきまして、令和２年度以前

は本市の医療費水準のほうを反映しておりました

ので、納付金のほうも若干安くなってたわけなんで

すが、給付水準を反映して高くなりました。令和３

年度から医療費水準を反映しない所得額と被保険

者数と世帯数で算定することになりまして、納付金

が大幅に増加したところです。 

 しかしながら、令和４年度につきましては、納付

金の統一の第一弾として、県内の各保険者の財政安

定化支援事業交付金のほうの公費分を県下一斉に

算入しまして、相互扶助をすることといたしました

ので、医療費水準の低い本市にとってはプラス方向

となりまして、納付金が減少した結果となっており

ます。 

 次に、保健事業費はレセプト点検をはじめ、医療

費適正化対策に係る事業、あと、特定健康診査、特

定保健指導事業及び生活習慣病の重症化を予防す

るために要する費用で１億２，７４７万８，０００

円を計上いたしております。前年度に比べ７７９万

９，０００円を減額しておりますが、主な理由とし

ましては、特定健康診査事業の業務委託料の積算根

拠となります受診対象者数のほうを従来計画の人
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数のほうで算出をしておりましたが、今までの実績

に基づく見込み人数に見直したことによります。ま

た、被保険者自身が積極的に健康管理を行っていた

だくために、４０歳以上７５歳未満の豊岡市国民健

康保険加入者の特定健診の受診料につきましては、

４年度も引き続き無料化することとしております。

歳出は以上です。 

 続きまして、１ページ戻っていただきまして、１

８ページと１９ページのほうをご覧ください。歳入

予算総括表です。財源となる歳入ですが、国民健康

保険税につきましては、４月下旬に２０２１年中の

課税所得が確定した後に税率算定等を行いますの

で、暫定で１５億９，９２９万７，０００円を計上

しております。 

 ２つ飛びまして、県支出金は６６億６，８８７万

４，０００円を計上しています。まず、普通交付金

６１億９，２８８万円につきましては、歳出で計上

している保険給付費の総額を計上しております。ま

た、特別交付金４億７，５９９万４，０００円は、

２０２１年度の実績見込み等によりまして県から

内示のあった額を計上しております。普通交付金は、

前年度当初と比較して３億２，３７２万７，０００

円、特別交付金は１，０７４万９，０００円のそれ

ぞれ増加となります。一つ飛びまして、繰入金６億

５，４７８万５，０００円は、一般会計繰入金で、

内訳は保険基盤安定繰入金及び職員給与費繰入金

等を計上しております。 

 最後に、特別会計予算書のほうです。３６ページ

をお願いします。そちらに過年度に議決いただきま

した債務負担行為のほうを２件上げてございます。

ご清覧のほうをお願いしたいと思います。説明は以

上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありますか。よろしいですね。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、第３３

号議案は、原案どおり可決すべきものと決定しまし

た。 

 次に、第３４号議案、令和４年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）予算を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、今の令和

４年度の特別会計予算書の４３ページをお願いし

ます。第３４号議案、令和４年度豊岡市国民健康保

険事業特別会計（直診勘定）予算についてご説明い

たします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

８，３５３万６，０００円と定め、第２条で地方債

について定め、第３条で一時借入金の借入最高額を

１，０００万円と定めるものです。 

 ４６ページをお願いします。地方債の限度額につ

いては、機械器具整備事業費を３００万円、過疎対

策事業債を４０万円としております。 

 予算の内容につきましては、別冊の豊岡市予算に

ついてで説明いたしますので、その豊岡市予算につ

いての２５ページをお願いします。予算の概要です

が、本会計は、国民健康保険法に基づく資母診療所

の運営を行うものです。 

 次に、２８ページ、２９ページをお願いします。

まず、歳出ですが、総務費については、医師、看護

師等の人件費、診療所運営に係る管理費などです。

今回の予算では、現在使用している電子カルテシス

テムの更新を予定しています。この更新によりまし

て、マイナンバーカードの保険証利用に対応できる

とともに、令和５年度にＯＳのサポートが終了しま

すので、これの対応も行うことになります。医業費

については、医療用消耗機材費、医薬品等の医薬材

料費などで、今回の予算では、古くなった解析付心

電計の更新を予定しています。公債費については、

施設整備や医療機器購入に係る利子償還金です。 
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 戻っていただきまして、２６、２７ページをお願

いします。歳入ですが、診療収入については、診療

報酬などによるもので、使用料及び手数料について

は診断書の文書料などによるもので、繰入金につい

ては一般会計と国保事業（事業勘定）からの繰入れ

になります。説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第３４号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第３５号議案、令和４年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 特別会計予算説明書の６

７ページをご覧ください。本案は、第１条で歳入歳

出予算の総額をそれぞれ１３億２，４７５万４，０

００円とし、第２条では、一時借入金の最高額を５，

０００万円と定めております。 

 内容につきましては、別冊資料のほうの２０２２

年度豊岡市予算についてで説明をさせていただき

ます。３６、３７ページをご覧ください。総務費の

４，０４９万９，０００円は、一般職員２人及び会

計年度任用職員１人に係ります人件費と事業運営

に必要な事務経費のほうを計上しております。 

 前年度に比べ１，３２２万１，０００円の増額と

なっている理由ですけれども、人件費では、一般職

員の出産代替職員として会計年度任用職員１名の

ほうを雇用のため増員してございます。当該出産職

員の給与につきましては、育休の取得確定後に予算

のほうを補正することとしておりますので、ご了承

ください。また、一般管理費では、本年１０月から

導入される医療費の窓口２割負担に係ります被保

険者証の交付及び差し替えによります郵送料の増

加を見込んでおるためでございます。 

 次に、後期高齢者医療広域連合納付金、１２億８，

２２０万円は、徴収した保険料、それから保険基盤

安定繰入金及び保険料滞納延滞金を広域連合に納

付するためのものです。前年度に比べ１１３万１，

０００円の減となっております。 

 次に、一つ飛びまして、諸支出金の１５２万５，

０００円は、被保険者の転出、死亡、所得更正など

によりまして保険料に変更が生じ、過誤納付のほう

が発生した場合に還付するための還付金及び還付

加算金としてそれぞれ１５０万円と２万５，０００

円のほうを計上しております。 

 また、前年度比較で１，１５７万６，０００円の

減額は、前年度に計上しておりました高齢者の保険

事業と介護予防の一体化事業の補助金につきまし

て、一旦後期高齢者医療事業特別会計の予算のほう

に入金する取扱いとされていたものが、直接一般会

計のほうで取り扱うということができるようにな

りましたので、そのようにさせてもらったものです。

歳出のほうは以上です。 

 続いて、１ページ戻っていただきまして、３４ペ

ージ、３５ページをご覧ください。歳入の主な内訳

ですけれども、保険料９億７，８６５万７，０００

円は、兵庫県後期高齢者医療広域連合から示された

令和４年度の見込額で、被保険者数は増えるものの

保険料率が下がることに伴いまして、前年度に比べ

４２０万３，０００円減となっております。 

 次に、繰入金３億４，４４５万９，０００円は、

事務費、保険基盤安定及び人件費分などの職員給与

費等に係る繰入金の見込額を計上しております。前

年度に比べ１，６２９万３，０００円増となってお

ります。また、諸収入のほう、１５３万７，０００

円のうち保険料還付金、保険料還付加算金は、広域

連合から歳入しまして、同額を歳出のほうに計上し

ております。説明は以上です。 
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○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第３５号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第３６号議案、令和４年度豊岡市介護保険

事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、特別会計

予算書の９１ページをご覧ください。第３６号議案、

令和４年度豊岡市介護保険事業特別会計予算につ

いてご説明いたします。本案は、第１条で歳入歳出

予算の総額をそれぞれ１００億３，５４１万８，０

００円と定めており、第２条で一時借入金の借入最

高額を５億円と定めています。第３条では、歳出予

算の流用ができる場合を定めています。 

 予算の内容につきましては、別冊の豊岡市予算に

ついてで説明をいたします。４１ページをご覧くだ

さい。まず、予算の概要ですが、本会計は、介護保

険法の規定に基づく介護保険事業に係る予算であ

りまして、２０２２年度は豊岡市老人福祉計画・第

８期介護保険事業計画の２年目に当たり、この計画

に基づき予算を計上し、介護サービスに対する保険

給付、または地域支援事業を実施するものでありま

す。 

 続いて、４４、４５ページをご覧ください。予算

総括表で説明をいたします。まず、歳出ですが、総

務費については、職員の人件費、事業運営に係る事

務費、介護認定審査会に係る人件費及び事務費など

です。保険給付費は介護サービス費及び介護予防サ

ービス費など各種サービス費に係る費用でありま

す。令和４年度予算は、前年度に比べ１億６，６３

７万２，０００円増加しておりますが、第８期介護

保険事業計画の２年目は１年目に比べ、居宅サービ

ス、地域密着型サービスの事業費が増加しておりま

す。主なものとしましては、訪問並びに通所介護事

業、特定施設入居者生活介護事業、小規模多機能型

居宅介護事業などが増額しております。 

 次に、地域支援事業ですが、まず、地域支援事業

とは、高齢者が要介護状態または要支援状態になる

ことを予防し、要介護状態になったとしても、可能

な限り地域において自立した日常生活を営むこと

ができるよう支援するものであります。主なものと

しまして、介護予防生活支援サービス事業費には、

要支援の方などが利用される訪問介護や通所介護

事業、また、掃除、ごみ出し、洗濯、買物等の家事

援助を行う支え合い生活支援サービス事業、また、

短時間の運動や食事を提供する支え合い通所介護

事業などがあります。ほかには在宅医療・介護連携

推進事業費、生活支援体制整備事業費、近年特に多

い認知症の対策としての認知症総合支援事業費、地

域包括支援センター運営事業費などがあります。諸

支出金は、第１号被保険者保険料の還付金等の費用

で、その下の予備費は５００万円としております。 

 １ページ戻っていただきまして、４２、４３ペー

ジをお願いします。歳入です。まず、保険料は、第

１号被保険者、６５歳以上の方の介護保険料であり

ます。次に、国庫支出金は、保険給付費に係る負担

金並びに調整交付金及び地域支援事業費に係る交

付金などであります。その下、支払基金交付金は、

社会保険診療報酬支払基金から保険給付費と地域

支援事業費に係る第２号被保険者の負担分として

交付される交付金であります。県支出金については、

保険給付費に係る負担金、地域支援事業費に係る交

付金であります。その下の繰入金については、介護

給付費や地域支援事業、低所得者保険料軽減や事務

費等に係る一般会計からの繰入金であります。最後

に、諸収入は、地域支援事業に係る食の自立支援事

業の利用者負担金などの雑入等であります。簡単で
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すが、説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第３６号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第３７号議案、令和４年度豊岡市診療所事

業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、特別会計

予算書で説明しますので、１３９ページをお願いし

ます。第３７号議案、令和４年度豊岡市診療所事業

特別会計予算についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ

２億７，８１３万４，０００円と定め、第２条で地

方債について定め、第３条で一時借入金の借入最高

額を２，０００万円と定めております。 

 次に、１４３ページをお願いします。地方債は、

診療所整備事業費で限度額を８５０万円としてお

ります。予算の内容につきましては、豊岡市予算に

ついてで説明いたしますので、そちらをお願いした

いと思います。４９ページをお願いします。予算の

概要ですけども、本会計は、休日急病診療所等４か

所の市立診療所と１か所の市立歯科診療所の管理

運営を行うものです。 

 次に、５２、５３ページをお願いします。まず、

歳出ですが、休日急病診療所費の総務費については、

医師、看護師等の報酬や診療所運営に係る管理費な

どです。医業費については、医薬品等の消耗資材費

や医薬材料費などです。以下、森本診療所費をはじ

め、各診療所費の総務費及び医業費の主な内容につ

いては、休日急病診療所と同様になっております。 

 なお、今回の予算の中で但東歯科診療所以外の４

か所の診療所が使用している電子カルテシステム

の更新を予定しております。この更新によりまして、

マイナンバーカードの保険証利用に対応できるこ

とと、令和５年度にサポートが終了するＯＳへの対

応もできることになります。但東歯科診療所につい

ては、マイナンバーカードの保険証利用に対応する

ため、資格確認用端末を購入する予定にしておりま

す。また、神鍋診療所では、医療用備品の老朽化に

伴い、自動血球計数ＣＲＰ装置の更新を予定してい

ます。公債費については、一時借入金利子、市債の

元金と利子になります。 

 戻っていただいて、５０ページ、５１ページをお

願いします。歳入ですが、休日急病診療所収入から

但東歯科診療所収入までについては、診療収入、手

数料、一般会計繰入金のほか、医療機器整備に係る

県補助金、地方債などを計上しております。説明は

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第３７号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第３８号議案、令和４年度豊岡市霊苑事業

特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 別冊の豊岡市特別会

計予算並びに予算説明書の１８５ページをご覧く
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ださい。第３８号議案、令和４年度豊岡市霊苑事業

特別会計予算についてご説明いたします。本案は、

第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ８２４万

６，０００円と定めています。第２条では、一時借

入金の最高額を１００万円と定めています。 

 内容につきましては、別冊資料２０２２年度豊岡

市予算についてで説明いたします。５７ページの概

要をご覧ください。この会計の目的は、豊岡市立西

霊苑及び東霊苑の管理運営に係る事業となります。 

 続いて、５８ページ、５９ページをご覧ください。

歳入及び歳出予算総括表により主なものをご説明

いたします。下の段、２の歳出ですが、霊苑管理費

の主なものは、修繕料では西霊苑の経年劣化により、

傾斜している擁壁の修繕などに１３０万６，０００

円計上しています。委託料では、東・西霊苑の清掃

等の管理委託料、西霊苑のポンプ保守管理料などと

して４０２万７，０００円を計上しています。次に、

上の段１の歳入ですが、使用料及び手数料は、永代

使用料と管理料などで７２６万円を見込み、その他

財産収入繰入金、繰越金及び諸収入を計上していま

す。説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第３８号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第３９号議案、令和４年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 別冊豊岡市特別会計

予算並びに予算説明書の２０１ページをご覧くだ

さい。第３９号議案、令和４年度豊岡市太陽光発電

事業特別会計予算についてご説明いたします。本案

は、第１条で歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億８

１０万８，０００円と定めています。第２条では、

一時借入金の最高額を１，０００万円と定めていま

す。 

 内容につきましては、別冊資料２０２２年度豊岡

市予算についてで説明いたします。６１ページの概

要をご覧ください。この会計の目的は、市内に３か

所ある地場発電ソーラーの管理運営に係る事業と

なります。 

 続いて、６２ページ、６３ページをご覧ください。

歳入及び歳出予算総括表により主なものをご説明

いたします。まず、下段の歳出予算総括表をご覧く

ださい。総務費の６５６万６，０００円は、事業執

行に伴う事務費と基金積立金でございます。施設費

の５，５６８万６，０００円は、山宮、コウノトリ

但馬空港、竹貫の３か所の地場ソーラーの施設管理

費でございます。昨年度と比べ約１，２００万円増

額しているのは、山宮地場ソーラー発電所が施設建

設から１０年がたち、今後の安定的な運営を行うた

めに大規模修繕等を行うものです。諸支出金では、

一般会計の繰出金４，４８３万６，０００円を計上

するなどいたしております。 

 次に、上段の歳入予算総括表では、財産収入の中

で生産物売払い収入１億２５６万４，０００円を計

上するなどとしております。説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） この６２ページのところです

けども、山宮のソーラー発電の修繕というのはどの

ような内容でされるんでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 主なものは、キュー

ビクル、それからパワコン、それから監視カメラ等

を修繕する予定としております。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 
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 質疑はほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第３９号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上で市民生活部、健康福祉部に係る令和４年度

一般会計予算の説明、質疑並びに令和４年度各特別

会計予算の説明、質疑、討論、表決は終了いたしま

した。 

 ここで委員会を暫時休憩します。それでは、当局

の職員の皆さん、退席していただいて結構です。ご

苦労さまでした。（「委員長、１点だけ、すみませ

ん」と呼ぶ者あり） 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） １点、新型コロナワ

クチンの関係で報告、１点させていただきます。 

 実は、今は３回目の追加接種ということで１８歳

以上の方を対象にやってます。実は先週、３月の１

１日に国のほうから１２歳以上の方も、まだ決まっ

てはいないですが、決まったらかかれるように体制

を整えよという通知が来ましたので、また状況を見

ながら対応させていただきたいなと思います。以上

です。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございます。 

 それでは、３時４０分まで休憩します。ご苦労さ

までした。 

午後３時３０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後３時４０分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、休憩前に引き

続き、分科会を再開します。 

 それでは、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般

会計予算の審議につきましては、先ほど質疑まで終

えましたので、討論に入ります。討論はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、第３２号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 （２）分科会意見・要望のまとめに入ります。 

 本日予定している案件の審査は終了しました。 

 次は、（２）分科会意見・要望のまとめに入りま

す。 第３２号議案、令和４年度豊岡市一般会計予

算について、当分科会の意見・要望として、予算決

算委員会に報告すべき内容について協議いただき

たいと思います。 

 それでは、休憩します。 

午後３時４１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時４３分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開します。 

 福田委員、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 新文化会館の実施設計が進み

ますけれども、現在進行形の企業物価高騰について

は大変危惧するところであります。しっかりと精査

をしながら進捗を図っていただきますよう要望い

たします。２つの施設を統合するんだから、さっき

言ったように、利用しやすく、できるだけ敷居が高

くならないように使用できるような体制をつくれ

と、まあ、こういうこっちゃけど。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか何か、皆さん、

新文化会館につきまして、これはちょっと入れてほ

しいとかいうものはありませんか。 

○委員（福田 嗣久） 一般質問でも、金が高くなら

んようにいうことは気張って言うとんなるんだし。 

○分科会長（田中藤一郎） なら、今のを基に正副、
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ちょっとこの後残ってしっかりつくり上げたいな

とは思いますけど。 

○委員（福田 嗣久） もう一つよろしいか、言わせ

てもらっても。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） ２０５０年温室効果ガス排出

ゼロに向かってを目指す上で環境政策推進につい

て、もう一つは、ごみの減量化については、具体的

成果が上がってくるようしっかりと取り組まれた

い。 

 もう一つ、海洋汚染についてもある。要するに…

…。 もうこれあげるわ。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、今２つ、意見・要望の意見が出

ております。 

一つは、新文化会館の実施設計に進んでいくこと

と、それから、２０５０年に向け、温室効果ガスの

カーボンニュートラルについての環境政策推進に

ついてのところがありますけれども、この２点を今

回分科会のほうで意見・要望として取り上げたいと

思いますけど、そのほかありますか。（「すみませ

ん」と呼ぶ者あり） 

 暫時休憩します。 

午後３時４７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時５０分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、分科会を再開

します。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 小・中学校の統廃合並びに幼

稚園の廃止計画については、地元と地域の意見をし

っかりと聞いて進められたい。また、跡地利用につ

いても早急に利活用が進むように努力されたい。 

○分科会長（田中藤一郎） この３点を文教民生委員

会として、意見・要望を上げたいと思いますけど…

…（「もう一つ、いいですか」と呼ぶ者あり） 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 先ほど少し触れさせていただ

いたんですが、県の老人クラブの活動の推進補助金

に関して、県のほうで再来年度より廃止の方向が示

されていますが、これに関しては、豊岡市としては

大変絶対的に必要なものだというふうに思ってま

すので、県のほうとしっかりと議論をしていただい

て、引き続き補助金の維持をしていただけるように

議論をいただきたいということでお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 今のご意見につきまして

も、意見・要望でよろしいでしょうか、皆さん。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 異議がないようですので、

そういった方向で進めたいと思います。 

それでは、４点になります。よろしいでしょうか。

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、ただいまご協議いただきました分科会

意見・要望を含む分科会長報告の案文につきまして

は、正副分科会長に一任願いたいと思いますけども、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 ここで分科会を閉会します。 

午後３時５２分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後３時５２分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 それでは、次に、（３）委員会意見・要望のまと

めについてです。 

 第３３号議案から第３９号議案までの７件につ

いて、当委員会の意見・要望として、委員長報告に

付すべき内容について協議いただきたいと思いま

す。 

 暫時休憩します。 

午後３時５３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後３時５３分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開します。 

 どなたかご意見ありますでしょうか。（「さっき
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の特別会計」と呼ぶ者あり）はい。（「別に何もな

かったですね」と呼ぶ者あり） 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） そうしましたら、それでは、

今回第３３号議案から第３９号議案につきまして

の意見・要望に関してはなしということでご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 次に、協議事項４番、その他について、委員の皆

さんから、特にご意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 特になしということになり

ます。 

 次第４番、次に、次回委員会開催についてですが、

日時は、明日３月１５日火曜日、９時半から、場所

は当委員会室にて開催いたします。 

 以上をもちまして文教民生委員会を閉会いたし

ます。ご苦労さまでした。 

午後３時５４分 委員会閉会 

──────────────────── 


